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第
一
章

序

論

第
一
節

本
稿
の
課
題

引
渡
時
期
に
つ
い
て
数
年
先
と
合
意
さ
れ
た
新
車
売
買
契
約
に
お
い
て
、
売
主
が
、「
契
約
締
結
時
に
合
意
さ
れ
た
価
格
に
関
わ
ら

ず
、
引
渡
時
の
価
格
が
妥
当
す
る
。」
と
い
う
約
款
条
項
（
時
価
条
項

T
ag

e
sp

re
isk

lau
se

l)

を
用
い
た
と
す
る
。
こ
の
条
項
が
不
当

条
項
規
制
に
よ
っ
て
無
効
と
さ
れ
た
場
合
に
、
買
主
は
、
当
初
合
意
さ
れ
た
契
約
締
結
時
の
価
格
が
妥
当
す
る
も
の
と
し
て
、
実
際
に

支
払
っ
た
引
渡
時
の
価
格
と
の
差
額
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
の
問
題
は
、
無
効
と
さ
れ
た
契
約
条
項
の
代
わ
り
に
、

い
か
な
る
規
律
が
妥
当
す
る
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
、
不
当
条
項
規
制
の
効
果
論
に
関
わ
る
。
ド
イ
ツ
約
款
法
に
お
い
て
は
、
一
九

八
〇
年
代
に
、
内
容
規
制
の
効
果
論
に
関
す
る
具
体
的
事
例
と
し
て
、
こ
の
問
題
が
活
発
に
議
論
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
法

の
議
論
を
整
理
し
、
無
効
な
条
項
の
代
わ
り
に
い
か
な
る
規
律
が
妥
当
す
る
の
か
と
い
う
無
効
部
分
補
充
の
問
題
に
つ
い
て
、
示
唆
を

得
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

不
当
条
項
規
制
の
効
果
論
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
契
約
条
項
が
い
か
な
る
範
囲
で
無
効
と
さ
れ
る
の
か
と
い
う
条
項
全
部
無
効
・
一

部
無
効
の
問
題
を
中
心
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

(

�)

そ
し
て
、
ド
イ
ツ
約
款
法
に
お
け
る
内
容
規
制
の
効
果
に
関
す
る

議
論
は
、
こ
れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
本
稿
の
議
論
は
、
取
り
立
て
て
目
新
し
い
も
の
で
は

論 説

二

補
充
的
契
約
解
釈

三

補
充
的
契
約
解
釈
に
対
す
る
批
判
と
行
為
基
礎
論
に
よ
る
処
理

第
四
節

小

括
（
以
上
、
本
号
）

第
三
章

第
二
時
価
条
項
判
決
以
降
の
議
論

第
四
章

結

論
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な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
議
論
の
中
心
に
あ
っ
た
具
体
的
事
例
で
あ
る
時
価
条
項
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
我

が
国
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
詳
細
な
紹
介
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
我
が
国
に
お
け
る
不
当
条
項
規
制
効
果
論
に

対
し
て
、
従
来
比
較
法
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
具
体
的
な
検
討
素
材
の
一
つ
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

さ
て
、
ド
イ
ツ
約
款
法
に
お
け
る
時
価
条
項
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
連
邦
通
常
裁
判
所
（
Ｂ
Ｇ
Ｈ
）
の
裁
判
例
が
二
つ
存
在

す
る
。
第
一
に
、
団
体
訴
訟
に
お
い
て
時
価
条
項
の
無
効
を
宣
言
し
た
一
九
八
一
年
の
判
決
（
第
一
時
価
条
項
判
決
）
で
あ
り
、
第
二

に
、
個
別
訴
訟
に
お
け
る
無
効
の
効
果
を
論
じ
た
一
九
八
四
年
の
判
決
（
第
二
時
価
条
項
判
決
）
で
あ
る
。
第
一
時
価
条
項
判
決
を
受

け
て
、
時
価
条
項
の
無
効
が
も
た
ら
す
個
別
訴
訟
上
の
帰
結
に
つ
い
て
、
学
説
の
議
論
が
喚
起
さ
れ
、
ま
た
多
数
の
下
級
審
裁
判
例
が

登
場
し
た
。
そ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
て
下
さ
れ
た
第
二
時
価
条
項
判
決
に
対
し
て
、
さ
ら
な
る
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、

第
二
章
に
お
い
て
、
第
一
時
価
条
項
判
決
か
ら
第
二
時
価
条
項
判
決
ま
で
の
議
論
を
扱
い
、
第
三
章
に
お
い
て
第
二
時
価
条
項
判
決
以

降
の
議
論
を
扱
う
。
だ
が
、
そ
の
前
に
、
議
論
の
出
発
点
と
し
て
、
ド
イ
ツ
約
款
法
に
お
け
る
内
容
規
制
効
果
論
の
概
要
、
と
り
わ
け
、

時
価
条
項
問
題
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
時
価
条
項
が
大
問
題
と
し
て
浮
上
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
最
低
限

の
予
備
的
な
説
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

予
備
的
説
明

一

ド
イ
ツ
約
款
法
に
お
け
る
内
容
規
制
効
果
論

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
今
日
、
民
法
典
三
〇
七
条
以
下
（
旧
約
款
規
制
法
八
条
以
下
）

(

�)

に
お
い
て
、
約
款
の
内
容
規
制
が
規
定
さ
れ

て
お
り
、
各
規
定
に
抵
触
す
る
約
款
条
項
が
無
効
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
民
法
典
三
〇
六
条
（
旧
約
款
規
制
法
六
条
）
が
、
内
容
規
制

の
効
果
を
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
（
以
下
で
は
、
二
〇
〇
二
年
の
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
前
の
議
論
を
扱
う
た
め
、
旧
約
款
規
制

ドイツ約款法における時価条項判決の問題について（一）
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法
の
条
文
の
み
を
挙
げ
る
。

(

�)

ま
た
、
本
文
中
で
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
を
Ｂ
Ｇ
Ｂ
、
ド
イ
ツ
旧
約
款
規
制
法
を
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
と
略
称
す
る
。)

。

Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
六
条

組
入
れ
が
な
い
場
合
と
無
効
の
場
合
の
法
律
効
果

�

普
通
取
引
約
款
が
、
そ
の
全
部
あ
る
い
は
一
部
に
お
い
て
契
約
の
構
成
部
分
と
な
ら
な
い
場
合
、
ま
た
は
無
効
で
あ
る
場
合
、
契

約
は
そ
の
他
の
部
分
で
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

�

約
款
条
項
が
契
約
の
構
成
部
分
と
な
っ
て
い
な
い
か
、
ま
た
は
無
効
で
あ
る
限
り
、
契
約
の
内
容
は
、
法
律
上
の
規
定
に
従
う
。

�

契
約
に
拘
束
す
る
こ
と
が
、
二
項
に
規
定
さ
れ
た
変
更
を
考
慮
し
て
も
、
一
方
の
契
約
当
事
者
に
と
っ
て
、
期
待
不
可
能
な
ほ
ど

に
過
酷
で
あ
る
だ
ろ
う
場
合
、
契
約
は
無
効
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

(
�)

ド
イ
ツ
の
判
例
・
通
説

(

�)

は
、
次
の
よ
う
な
判
断
枠
組
み
を
採
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

少
な
く
と
も
文
言
上
分
割
さ
れ
て
い
る
条
項
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
規
制
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
、

(

�)

そ
れ
以
外
の
場
合
に

は
、
不
当
な
条
項
を
「
ぎ
り
ぎ
り
な
お
許
容
さ
れ
る
程
度
」
に
縮
減
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る

(

�)

（
効
力
維
持
的
縮
減

g
e

ltu
n

g
se

rh
alte

n
d
e

R
e

d
u

k
tio

n

の
禁
止)

。
そ
し
て
、
無
効
部
分
の
補
充
方
法
と
し
て
、
第
一
に
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
六
条
二
項
に
基
づ
き
任

意
規
定
が
適
用
さ
れ
る
が
、
適
合
的
な
任
意
規
定
を
欠
く
場
合
に
は
、
補
充
的
契
約
解
釈
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
判

断
枠
組
み
に
対
し
て
は
、
我
が
国
に
お
け
る
条
項
全
部
無
効
論
と
一
部
無
効
論
の
対
立
と
同
様
に
、
と
り
わ
け
効
力
維
持
的
縮
減
を
認

め
な
い
点
を
批
判
す
る
学
説
も
有
力
で
あ
る
。

(

	)

第
二
時
価
条
項
判
決
は
、
無
効
な
時
価
条
項
に
代
わ
り
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
、
売
主
の
価
格
改
訂
権
（
お
よ
び
買
主
の
解

除
権
）
を
導
い
た
も
の
で
あ
り
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
る
補
充
を
認
め
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

論 説
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と
は
い
え
、
内
容
規
制
に
よ
っ
て
生
じ
た
無
効
部
分
の
補
充
手
段
と
し
て
補
充
的
契
約
解
釈
を
認
め
る
と
い
う
議
論
自
体
は
、
時
価
条

項
の
問
題
に
端
を
発
し
た
も
の
で
は
な
い
。
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
六
条
二
項
に
は
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
つ
い
て
の
明
文
の
定
め
が
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
同
項
の
成
立
経
緯
か
ら
、
既
に
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
制
定
当
初
の
多
数
説
は
、
補
充
的
契
約
解
釈
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
す

な
わ
ち
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
六
条
二
項
の
起
草
過
程
に
お
い
て
、
対
応
す
る
政
府
草
案

(

�)

五
条
二
項
が
、「
約
款
条
項
が
、
契
約
構
成
要
素
と
な

ら
ず
、
ま
た
は
、
無
効
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
契
約
内
容
は
、
法
律
上
の
規
定
に
従
う
。
法
律
上
の
規
定
が
欠
け
て
い
る
場
合
に
は
、

契
約
の
本
性
に
従
う
。」

(
�)

と
規
定
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
連
邦
議
会
法
律
委
員
会
報
告
書

(

�)

が
、「
法
律
上
の
規
定
が
欠
如
し
て
い
る
場

合
に
は
、
既
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
三
条
と
併
せ
た
一
五
七
条
が
、
補
充
的
契
約
解
釈
を
可
能
と
す
る
」
と
の
理
由
か
ら
、
こ
れ
に
対
応
す
る

六
条
二
項
を
、「
無
効
な
（
約
款
）
規
定
の
代
わ
り
に
、
法
律
上
の
規
定
が
妥
当
す
る
。」
と
だ
け
規
定
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
制
定
後
ま
も
な
く
刊
行
さ
れ
た
概
説
書
・
注
釈
書
は
、
概
ね
、
第
一
次
的
に
は
不
当
条
項
に
よ
っ

て
排
除
さ
れ
た
任
意
制
定
法
が
妥
当
す
る
が
、
第
二
次
的
に
補
充
的
契
約
解
釈
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
た
。

(

�)

無
効
部
分
の
補
充
手
段
と
し
て
補
充
的
契
約
解
釈
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
と
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
制
定
前
の
判
例
法
理
が
想
起
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
制
定
前
に
お
い
て
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
い
く
つ
か
の
裁
判
例
に
お
い
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
信
義
誠
実
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ

二
四
二
条
）

(

�)

に
反
す
る
条
項
の
補
充
的
契
約
解
釈
を
認
め
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
約
款
の
補
充
的
契
約
解
釈
は
、
そ
も
そ
も
排
除

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
信
義
誠
実
の
要
請
に
合
致
す
る
内
容
を
条
項
に
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

�)

し
か
し
な
が

ら
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
お
い
て
は
、
両
当
事
者
の
利
益
を
相
当
に
考
慮
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
信
義
誠
実
に
反
す
る
条
項
を
、
ぎ

り
ぎ
り
な
お
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
程
度
に
緩
和
し
て
は
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
な
表
現
を
発
見
す
る
役
割
を
有
し
な

い
。

(

�)

さ
ら
に
、
両
当
事
者
が
、
条
項
の
違
法
性
を
認
識
し
て
い
た
な
ら
ば
、
い
か
な
る
規
律
を
選
択
し
た
か
に
つ
い
て
、
多
様
な
形
成

可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
十
分
に
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
補
充
的
契
約
解
釈
が
不
可
能
で
あ
り
、
法
律
上
の
規
定
が
妥

ドイツ約款法における時価条項判決の問題について（一）
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当
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。

(

�)

時
価
条
項
の
問
題
に
関
連
し
て
補
充
的
契
約
解
釈
が
論
じ
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
と
り
わ
け
第
二
時
価
条

項
判
決
前
の
議
論
に
お
い
て
、
こ
の
判
例
法
理
が
参
照
さ
れ
た
。

三

時
価
条
項
問
題
の
経
済
的
背
景

(

�)

問
題
の
時
価
条
項
は
、
ド
イ
ツ
自
動
車
中
央
連
合
会
（
Ｚ
Ｄ
Ｋ)

・
ド
イ
ツ
自
動
車
工
業
会
（
Ｖ
Ｄ
Ａ)

・
ド
イ
ツ
自
動
車
輸
入
業
者

協
会
（
Ｖ
Ｄ
Ｉ
Ｋ
）
と
い
っ
た
事
業
者
団
体
に
よ
り
共
同
で
作
成
さ
れ
、
使
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
た
新
車
販
売
約
款
に
規
定
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
新
車
販
売
契
約
に
お
い
て
、
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

(

�)

当
該
条
項
は
、「
契
約
締
結
と
合
意
さ

れ
た
引
渡
時
期
と
の
間
が
四
月
を
超
え
る

(

�)

場
合
に
の
み
、
価
格
改
訂
が
許
容
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
引
渡
日
に
効
力
を
有
す
る
売

主
の
価
格
が
妥
当
す
る
。」
と
い
う
文
言
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
時
価
条
項
が
大
問
題
と
な
っ
た
主
要
な
経
済
的
背
景
は
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ベ
ン
ツ
（
当
時
）
と
い
う
一
企
業
の
市

場
状
況
で
あ
っ
た
。

(

�)

実
際
、
裁
判
例
の
大
半
は
、
同
社
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
社
は
、
こ
の
よ
う
な
時
価
条
項
が
規
定
さ
れ
た
新

車
販
売
約
款
と
併
せ
て
、「
リ
ス
ト
価
格
（
販
売
税
を
除
く
売
買
価
格
）

さ
し
あ
た
り(

zu
r

Z
e

it)

…
…
マ
ル
ク
」
と
い
う
記
載
が

事
前
に
さ
れ
、
金
額
だ
け
を
注
文
時
に
記
入
す
る
形
の
注
文
書
式
を
使
用
し
て
い
た
。

(

�)

そ
し
て
、
時
価
条
項
に
基
づ
い
て
、
自
動
車
の

引
渡
時
に
、
そ
の
時
の
価
格
リ
ス
ト
の
価
格
（
リ
ス
ト
価
格
）
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
価
格
は
、
当
時
の
経
済
情
勢

か
ら
、

(

�)

契
約
締
結
時
の
価
格
に
比
べ
て
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
契
約
実
務
は
、
引
渡
し
ま
で
の
期
間
（
引
渡
期
間
）
の

長
さ
ゆ
え
に
重
要
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り
に
よ
り
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
は
、

引
渡
期
間
が
複
数
年
に
及
ぶ
こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
売
買
契
約
そ
れ
自
体
が
取
引
対
象
と
さ
れ
、
こ
れ
が
少
な
か
ら
ぬ

範
囲
で
投
機
対
象
と
な
っ
た
（
グ
レ
ー
市
場)

。
こ
の
と
き
、
時
価
条
項
は
、
投
機
目
的
の
買
主
に
現
在
の
価
格
リ
ス
ト
の
価
格
と
契

論 説
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約
締
結
時
の
価
格
と
の
差
額
を
得
さ
せ
な
い
こ
と
で
、
投
機
を
抑
制
す
る
意
味
も
有
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
時

価
条
項
が
無
効
と
さ
れ
、
買
主
に
よ
る
不
当
利
得
返
還
請
求
が
認
容
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ベ
ン
ツ
は
多
額
の
返
還
債
務
を

負
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

(

�)
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、
判
例
・
学
説
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。
次
章
以
下
に
お
い
て
、
議
論
の
展
開
を

追
っ
て
い
く
。

第
二
章

第
二
時
価
条
項
判
決
前
の
議
論

第
一
節

連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
八
一
年
一
〇
月
七
日
判
決
（
第
一
時
価
条
項
判
決
）

一

判
決
の
内
容

Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
八
民
事
部
は
、
一
九
八
一
年
一
〇
月
七
日
判
決(

B
G

H
Z

8
2
,

2
1)

に
お
い
て
、
時
価
条
項
を
無
効
と
し
た
。
事
案
は
、

消
費
者
保
護
団
体
が
自
動
車
販
売
業
者

(

�)

に
対
し
て
起
こ
し
た
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
一
三
条
以
下
に
基
づ
く
団
体
訴
訟
に
お
い
て
、
時
価
条
項
を
含

む
複
数
の
約
款
条
項
の
使
用
差
止
め
が
請
求
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
時
価
条
項
に
つ
い
て
の
訴
え
は
、
一
審
に
お
い
て
棄
却
さ
れ
た
が
、

原
審
で
は
認
容
さ
れ
、
差
止
め
が
命
じ
ら
れ
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
販
売
業
者
の
上
告
を
棄
却
し
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

①

Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
一
一
条
一
号
に
抵
触
し
な
い
価
格
改
訂
条
項
も
、
完
全
に
有
効
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
九
条
に
よ
っ
て

評
価
さ
れ
る
。

②

引
渡
し
ま
で
に
長
期
間
を
要
す
る
自
動
車
取
引
に
お
い
て
、
売
主
は
、
費
用
の
増
加
に
基
づ
い
て
引
渡
し
ま
で
に
生
じ
る
値
上

げ
を
買
主
に
転
嫁
す
る
こ
と
に
つ
き
、
正
当
な
利
益
を
有
す
る
。
と
い
う
の
は
、
値
上
げ
の
原
因
と
な
る
費
用
の
増
加
は
、
し
ば

し
ば
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
事
後
的
に
買
主
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
予
め
担
保
的
に
高
い
価
格
を
設
定

ドイツ約款法における時価条項判決の問題について（一）
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し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
買
主
に
と
っ
て
も
不
利
に
働
く
。
こ
れ
ら
の
事
情
は
、
注
文
時
に
、

買
主
に
よ
っ
て
も
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。

③

し
か
し
な
が
ら
、
価
格
改
訂
条
項
は
、
増
加
費
用
の
転
嫁
を
超
え
て
、
合
意
さ
れ
た
売
買
価
格
を
無
限
定
に
一
方
的
に
引
き
上

げ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
な
ら
ば
、
給
付
の
均
衡
原
理
に
照
ら
し
て
、
も
は
や
相
当
で
は
な
い
。
本
件
条
項
も
、
そ
の
定
式
に
お

い
て
無
限
定
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
任
意
の
価
格
引
上
げ
を
可
能
に
す
る
。

④

団
体
訴
訟
に
お
い
て
、
右
の
判
断
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
五
条
三
項

(

�)

に
基
づ
く
裁
判
所
に
よ
る
価
格
の
衡
平
審
査
が
存
在
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
な
い
。
団
体
訴
訟
手
続
は
、
ま
さ
に
訴
訟
に
先
立
っ
て
顧
客
を
保
護
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

⑤

も
っ
と
も
、
価
格
引
上
げ
の
要
因
は
多
様
で
あ
り
、
価
格
改
訂
条
項
を
買
主
に
と
っ
て
跡
付
け
可
能
な
形
で
定
式
化
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
価
格
引
上
げ
の
要
因
や
限
度
を
挙
げ
な
い
一
般
的
に
定
式
化
さ
れ
た
価
格
改
訂
留
保
で
あ
っ
て

も
、
一
定
の
要
件
で
買
主
に
解
除
権
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
相
当
性
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

そ
の
よ
う
な
解
除
権
を
規
定
し
て
い
な
い
以
上
、
本
件
条
項
は
無
効
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
八
民
事
部
は
、
条
項
の
定
式
に
お
い
て
無
限
定
の
価
格
引
上
げ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
買
主
に
解

除
権
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
九
条
に
基
づ
い
て
、
時
価
条
項
を
無
効
と
し
た
。

二

判
例
に
お
け
る
価
格
改
訂
条
項
の
無
効
基
準

第
一
時
価
条
項
判
決
は
、
約
款
に
お
け
る
価
格
改
訂
条
項
の
内
容
規
制
に
関
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
八
民
事
部
一
九
八
〇

年
六
月
一
一
日
判
決(

N
JW

1
9

8
0
,

2
5

1
8)

に
続
く
。
こ
の
判
決
で
は
、
団
体
訴
訟
に
お
い
て
、
雑
誌
定
期
予
約
購
読
契
約
（
継
続
的

債
務
関
係
で
あ
り
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
一
一
条
一
号
が
適
用
さ
れ
な
い
。）
に
使
用
さ
れ
て
い
た
「
価
格
の
引
上
げ
ま
た
は
通
常
の
配
達
料
金

論 説
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の
改
定
は
、
こ
の
契
約
か
ら
の
解
放
を
も
た
ら
さ
な
い
。
こ
れ
ら
の
変
更
が
、
契
約
締
結
と
引
渡
開
始
と
の
間
に
生
じ
る
場
合
に
つ
い

て
も
、
同
様
で
あ
る
。」
と
の
価
格
改
訂
条
項
が
問
題
と
な
っ
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
こ
の
判
決
で
も
、「
購
読
者
が
、
既
に
契
約
締
結
に
際

し
て
、
条
項
の
定
式
か
ら
、
い
か
な
る
範
囲
で
価
格
引
上
げ
が
あ
り
う
る
の
か
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
、
実
際
に

行
わ
れ
た
価
格
引
上
げ
の
正
当
性
を
、
授
権
条
項
に
照
ら
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
理
由

で
、
無
効
判
断
を
下
し
た
。

(

�)

こ
れ
ら
の
判
決
に
よ
っ
て
、「
第
一
に
、
条
項
の
定
式
自
体
に
お
い
て
価
格
引
上
げ
範
囲
を
増
加
費
用
に

限
定
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
が
、
約
款
使
用
者
に
条
項
の
具
体
化
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
顧
客
の
解
除
権
が
補

償

(

�)

と
し
て
要
求
さ
れ
る
」
と
い
う
判
例
法
理
が
形
成
さ
れ
た
。

(

�)

こ
の
判
例
法
理
は
、
現
在
で
も
基
本
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

こ
の
判
例
法
理
は
、
本
稿
の
議
論
と
の
関
係
で
、
と
り
わ
け
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
九
条
以
下
に
基
づ
く
内
容
規
制
と
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
五
条
に
基

づ
く
規
制
と
の
関
係
を
考
慮
し
た
う
え
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
三
一
五
条
一
項
お
よ
び
三
項
に
よ
れ
ば
、
給

付
確
定
が
衡
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
と
き
、
裁
判
所
は
、
当
該
給
付
確
定
が
衡
平
に
合
致
す
る
か
否
か
を
審
査
し
、
合
致

し
な
い
場
合
に
は
、
判
決
に
よ
っ
て
給
付
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
売
主
が
一
方
的
な
確
定
権
を
留
保
す
る
価
格

改
訂
条
項
に
つ
い
て
は
、
当
該
条
項
に
基
づ
い
て
さ
れ
た
価
格
改
訂
権
の
行
使
が
、
こ
の
規
制
の
対
象
と
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う

な
権
利
行
使
規
制(�
�
��
��

�
�
��
	�


�	��
)

と
内
容
規
制
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。

(

�)

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
第
一
時
価
条
項
判
決

前
に
は
、
時
価
条
項
問
題
の
解
決
提
案
と
し
て
三
一
五
条
を
優
先
さ
せ
る
主
張
も
見
ら
れ
た
が
、

(

�)

判
例
は
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
九
条
に
よ
る
価

格
改
訂
条
項
の
有
効
性
審
査
は
、
三
一
五
条
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
な
い
と
す
る
。
一
九
八
〇
年
判
決
に
よ
れ
ば
、
具
体
化
の
要
請
は
、

個
別
事
例
に
お
い
て
裁
判
に
発
展
す
る
こ
と
、
ま
た
は
相
手
方
が
価
格
引
上
げ
を
甘
受
す
る
こ
と
を
、
で
き
る
限
り
防
止
す
る
も
の
で

あ
り
、
三
一
五
条
に
基
づ
く
裁
判
所
の
衡
平
審
査
に
よ
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
た
第
一
時
価
条
項
判

決
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
五
条
に
よ
る
規
制
が
、
時
価
条
項
の
無
効
判
断
を
妨
げ
な
い
と
す
る
。
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か
く
し
て
、
判
例
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
五
条
に
基
づ
く
権
利
行
使
規
制
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
約
款
に
お
け
る
価
格
改
訂

条
項
の
有
効
性
を
認
め
る
に
足
り
な
い
と
し
、
具
体
化
の
要
請
な
い
し
解
除
権
の
付
与
と
い
う
基
準
を
立
て
て
、
内
容
規
制
を
行
う
。

も
っ
と
も
、
こ
の
判
例
法
理
が
、
そ
の
後
の
価
格
改
訂
条
項
ま
た
は
そ
の
他
の
契
約
調
整
条
項
に
関
す
る
裁
判
例
に
お
い
て
貫
徹
さ
れ

て
き
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
学
説
に
お
い
て
も
異
論
が
あ
る
。

(

�)

し
か
し
な
が
ら
、
要
件
論
レ
ベ
ル
で
価
格
改
訂
条
項
の
無
効
基
準
を
論

じ
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
し
、
本
稿
で
扱
う
効
果
論
上
の
議
論
が
、
基
本
的
に
、
時
価
条
項
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
判
例
法
理
の
当
否
に
は
、
こ
こ
で
立
ち
入
ら
な
い
。

(

�)

第
二
節

下
級
審
裁
判
例
の
傾
向

第
一
時
価
条
項
判
決
か
ら
第
二
時
価
条
項
判
決
ま
で
の
間
に
、
多
く
の
個
別
訴
訟
に
お
け
る
下
級
審
裁
判
例
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
ら

の
裁
判
例
は
、
次
の
よ
う
な
類
型
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
締
結
時
ま
た
は
そ
の
後
に
合
意
さ
れ
た
価
格
へ
の

拘
束
を
命
じ
、
買
主
に
よ
る
不
当
利
得
返
還
請
求
を
認
容
す
る
類
型
（
Ⅰ)

、
引
渡
時
の
価
格
に
つ
い
て
契
約
締
結
後
に
両
当
事
者
の

合
意
が
存
在
し
た
と
し
て
、
買
主
の
請
求
を
棄
却
す
る
類
型
（
Ⅱ)

、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六

(

�)

・
三
一
五
条
を
適
用
す
る
類
型
（
Ⅲ)

、
補
充
的

契
約
解
釈
に
よ
っ
て
売
主
の
価
格
改
訂
権
を
認
め
る
類
型
（
Ⅳ１)

、
そ
れ
と
と
も
に
買
主
の
解
除
権
を
も
認
め
る
類
型
（
Ⅳ２)

、
そ
の
他

の
類
型
と
し
て
、
自
由
心
証
主
義
に
依
拠
し
て
裁
判
所
が
直
接
に
価
格
を
算
定
し
た
裁
判
例
一
件
（
Ⅴ
）
で
あ
る
。

右
の
分
類
か
ら
、
公
表
裁
判
例
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
（
時
価
条
項
問
題
の
背
景
で
あ
る
引
渡
期
間
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
。

ま
た
、
備
考
覧
に
断
り
が
な
い
限
り
、
買
主
に
よ
る
不
当
利
得
返
還
請
求
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。)

論 説
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ドイツ約款法における時価条項判決の問題について（一）

No.

裁
判
所
・
言
渡
年
月
日

掲

載

類
型

引
渡
期
間

備

考

�１�

L
G

W
u

p
p

e
rtal

一
九
八
一
年
八
月
一
三
日

A
G

B
E

II
�

9
N

r.
1

0
0

Ⅲ

約
二
年
半

第
一
時
価
条
項
判
決
前
の
裁
判
例
だ
が
、
整
理
の
た

め
に
加
え
た
。

�２�

O
L

G
S

tu
ttg

art

一
九
八
一
年
一
一
月
二
四
日

B
B

1
9

8
2
,

1
4

8

Ⅲ

約
四
年
半

買
主
に
よ
る
契
約
不
成
立
確
認
請
求
事
件
。

�３�

L
G

F
ran

k
fu

rt
一
九
八
二
年
一
月
二
一
日

A
G

B
E

III
�

9
N

r.
6

0

Ⅰ

約
五
月

売
主
に
よ
る
増
額
代
金
請
求
事
件
。

�４�

A
G

S
tu

ttg
art-B

ad
C

an
n

statt

一
九
八
二
年
一
月
二
六
日

A
G

B
E

III
�

9
N

r.
7

1

Ⅲ

約
二
年
八
月

引
渡
し
の
三
月
前
に
型
式
が
変
更
さ
れ
た
が
、
注
文

変
更
確
認
書
に
て
、
固
定
価
格
期
間
の
起
算
点
は
、

も
と
の
契
約
締
結
時
と
さ
れ
て
い
た
。

�５�

L
G

�
�
��
��
��
	

�
���

一
九
八
二
年
一
月
二
七
日

B
B

1
9

8
2
,

4
5

6

Ⅰ

約
三
月

引
渡
期
間
は
型
式
変
更
時
か
ら
。

�６�

L
G

D
arm

stad
t

一
九
八
二
年
三
月
一
二
日

A
G

B
E

III
�

9
N

r.
6

2

Ⅲ

約
二
年

引
渡
し
の
一
年
前
に
型
式
が
変
更
さ
れ
て
い
た
が
、

固
定
価
格
期
間
の
起
算
点
を
も
と
の
契
約
締
結
時
と

す
る
条
項
が
存
在
し
、
有
効
と
さ
れ
た
。

�７�

A
G

D
o

rtm
u

n
d

一
九
八
二
年
六
月
二
六
日

A
G

B
E

III
�

9
N

r.
7

2

Ⅳ1

約
二
年

�８�

A
G

R
e

g
e

n
sb

u
rg

一
九
八
二
年
六
月
二
九
日

A
G

B
E

III
�

9
N

r.
7

3

Ⅲ

約
一
年

引
渡
期
間
は
型
式
変
更
時
か
ら
。

�９�

L
G

E
sse

n

一
九
八
二
年
七
月
六
日

A
G

B
E

III
�

9
N

r.
6

6

Ⅲ

三
年
以
上

�10�

A
G



�
�
��
��

一
九
八
二
年
七
月
一
四
日

A
G

B
E

III
�

9
N

r.
7

4

Ⅰ

約
六
月

�11�

A
G

D
u

isb
u

rg

一
九
八
二
年
九
月
二
四
日

A
G

B
E

III
�

9
N

r.
7

6
Ⅲ

約
三
年

�12�

A
G

R
e

g
e

n
sb

u
rg

一
九
八
二
年
一
〇
月
八
日

A
G

B
E

III
�

9
N

r.
7

7

Ⅳ1

約
五
月

引
渡
期
間
は
型
式
変
更
時
か
ら
。
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論 説

�13�

A
G

�
�
�
��
��

一
九
八
二
年
一
〇
月
一
二
日

A
G

B
E

III
�

9
N

r.
7

8

Ⅰ

約
八
月

�14�

O
L

G
�
		
�
�

��
��

一
九
八
二
年
一
〇
月
一
九
日

D
B

1
9

8
3
,

5
4

6

Ⅲ

約
三
年

買
主
の
受
領
拒
絶
に
対
す
る
、
引
渡
時
の
リ
ス
ト
価

格
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
つ
い
て
の
、
売
主
に
よ
る

損
害
賠
償
請
求
事
件
。

�15�

L
G

D
u

isb
u

rg

一
九
八
二
年
一
〇
月
一
九
日

A
G

B
E

III
�

9
N

r.
6

7

Ⅴ

約
四
年
四
月

�16�

L
G

D
u

isb
u

rg

一
九
八
二
年
一
〇
月
二
九
日

A
G

B
E

III
�

9
N

r.
6

8

Ⅰ

約
七
月

�17�

A
G

�

�

��
��

��	��	��
一
九
八
二
年
一
一
月
三
日

A
G

B
E

III
�

9
N

r.
7

9

Ⅰ

約
八
月

�18�

O
L

G
H

am
m

一
九
八
二
年
一
一
月
一
一
日

Z
IP

1
9

8
3
,

1
8

6

Ⅱ

三
年
以
上

�
�
�
判
決
の
控
訴
審
。
引
渡
し
の
二
月
半
前
に
、
追

加
装
備
の
注
文
お
よ
び
価
格
の
確
認
が
さ
れ
て
い
る
。

�19�

O
L

G
F

ran
k

fu
rt

一
九
八
二
年
一
二
月
二
三
日

D
B

1
9

8
3
,

5
4

7

Ⅳ1

約
五
月

�20�

L
G

�
�
�
��
�
�

I

一
九
八
三
年
一
月
二
六
日

A
G

B
E

IV
�

6
N

r.
2

5

Ⅰ

約
六
月

�
�
�
判
決
の
控
訴
審
。

�21�

O
L

G
�
�
�
��
��

一
九
八
三
年
二
月
一
日

A
G

B
E

IV
�

6
N

r.
6

Ⅳ1

約
二
年
半

�22�

O
L

G
H

am
b

u
rg

一
九
八
三
年
三
月
一
一
日

A
G

B
E

IV
�

6
N

r.
7

Ⅲ

約
四
年
三
月

�23�

O
L

G
�

��

一
九
八
三
年
四
月
二
〇
日

A
G

B
E

IV
�

6
N

r.
8

Ⅲ

約
四
年

�24�

O
L

G
�
�
�
��
��

一
九
八
三
年
五
月
一
〇
日

Z
IP

1
9

8
3
,

8
3

7

Ⅳ1

約
三
年

�25�

O
L

G
�
�
������
�

一
九
八
三
年
五
月
二
七
日

A
G

B
E

IV
�

6
N

r.
9

Ⅲ

約
三
年

�26�

O
L

G
�
�
������
�

一
九
八
三
年
五
月
二
七
日

A
G

B
E

IV
�

6
N

r.
1

0

Ⅱ

四
年
以
上

契
約
締
結
か
ら
四
年
目
に
注
文
内
容
が
変
更
さ
れ
て

い
る
が
、
詳
細
は
不
明
。
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こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
一
九
八
二
年
の
裁
判
例
は
、
当
初
合
意
さ
れ
た
価
格
へ
の
拘
束
を
命
じ
る
も
の
（
類
型
Ⅰ
）
と
、
引
渡

時
に
お
け
る
売
主
の
リ
ス
ト
価
格
を
妥
当
さ
せ
る
も
の
（
類
型
Ⅱ
以
下
）
と
に
分
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
後
者
の
方
が
多
数
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
一
九
八
三
年
に
な
る
と
、
後
者
が
圧
倒
的
に
な
る
。
く
わ
え
て
、
類
型
Ⅰ
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
引
渡
期
間
が
一
年
未
満
と

比
較
的
短
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
点
で
、
下
級
審
裁
判
例
の
大
勢
は
、
長
期
の
引
渡
期
間
が
存
在
し
た
場
合
に
、
引
渡
時

ドイツ約款法における時価条項判決の問題について（一）

�27�

O
L

G
�
�
��
����

一
九
八
三
年
五
月
三
〇
日

Z
IP

1
9

8
3
,

8
3

6

Ⅱ

約
四
年

引
渡
し
の
三
月
前
に
、
型
式
・
装
備
が
変
更
さ
れ
て

い
る
。

�28�

O
L

G
H

am
b

u
rg

一
九
八
三
年
七
月
一
二
日

A
G

B
E

IV
�

6
N

r.
1

3

Ⅲ

約
四
年

�29�

O
L

G
B

re
m

e
n

一
九
八
三
年
九
月
一
三
日

A
G

B
E

IV
�

6
N

r.
1

5

Ⅳ1

四
年
半
以
上

�30�

O
L

G
	
�


���
��

一
九
八
三
年
九
月
一
六
日

B
B

1
9

8
3
,

2
0

1
2

Ⅳ2

約
四
年
四
月

�
�
�
判
決
の
控
訴
審
。

�31�

O
L

G
C

e
lle

一
九
八
三
年
一
〇
月
一
三
日

A
G

B
E

IV
�

6
N

r.
1

7

Ⅱ

約
四
年
半

契
約
締
結
後
、
二
度
に
わ
た
り
型
式
が
変
更
さ
れ
て

い
る
。
最
後
の
変
更
は
、
引
渡
し
の
二
月
前
で
あ
っ

た
。

�32�

O
L

G
S

tu
ttg

art

一
九
八
三
年
一
〇
月
二
〇
日

A
G

B
E

IV
�

6
N

r.
1

8

Ⅳ2

約
五
年

買
主
に
よ
る
契
約
無
効
確
認
請
求
事
件
。

�33�

O
L

G
�
�
�
��
��

一
九
八
三
年
一
一
月
二
日

A
G

B
E

IV
�

6
N

r.
1

9

Ⅳ1

約
二
年
四
月

�34�

O
L

G
H

am
m

一
九
八
三
年
一
一
月
三
日

A
G

B
E

IV
�

6
N

r.
2

0

Ⅳ1

約
三
年
八
月

�35�

O
L

G
	
�


���
��

一
九
八
三
年
一
一
月
二
三
日

A
G

B
E

IV
�

6
N

r.
2

1

Ⅳ2

約
四
年
四
月

�36�

O
L

G
	
�


���
��

一
九
八
三
年
一
一
月
二
三
日

A
G

B
E

IV
�

6
N

r.
2

2

Ⅳ2

約
四
年
八
月
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の
価
格
を
妥
当
さ
せ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
引
渡
時
の
リ
ス
ト
価
格
を
妥
当
さ
せ
る
法
的
構
成
に
つ
い
て
は
、
判
断
が
分
か
れ
る
。
い
く
つ
か
の
裁
判
例
は
、

実
際
に
両
当
事
者
が
当
該
価
格
を
合
意
し
た
と
す
る
（
類
型
Ⅱ)

。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
裁
判
例
の
事
案
に
お
い
て
は
、
引
渡
し
ま

で
の
間
に
型
式
や
装
備
品
に
つ
い
て
注
文
内
容
が
変
更
さ
れ
、
そ
の
際
に
、
新
た
な
価
格
が
提
示
さ
れ
た
と
い
う
個
別
事
情
が
存
在
し

た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
両
当
事
者
の
新
た
な
価
格
合
意
を
認
定
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
向
け
ら
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
場
合
に
、
買
主
か
ら
見
て
、
売
主
か
ら
の
価
格
改
訂
通
知
は
、
一
方
的
な
価
格
改
訂
権
の
行
使
で
し
か
な
く
、
承
諾
を

要
す
る
改
訂
の
申
込
み
で
は
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
買
主
の
行
為
態
様
か
ら
黙
示
の
承
諾
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
批

判
で
あ
る
。

(

�)

こ
の
批
判
に
対
し
て
は
、
型
式
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
目
的
物
が
変
更
さ
れ
て
お
り
、
当
初
の
価
格
が
も
は
や

妥
当
し
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
り
う
る
が
（
実
際
、
い
く
つ
か
の
裁
判
例
は
、
型
式
変
更
時
か
ら
引
渡
期
間
を
計
算

し
て
い
る
。)

、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
た
な
価
格
合
意
を
認
定
す
る
に
足
る
個
別
事
情
が
存
在
し
な
か
っ
た
場
合
が
問
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
個
別
事
情
が
存
在
し
な
い
と
す
る
と
、
時
価
条
項
に
代
わ
っ
て
何
ら
か
の
規
律
が
妥
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
引
渡
時
の

リ
ス
ト
価
格
が
拘
束
力
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
法
的
構
成
と
し
て
、
後
の
第
二
時
価
条
項
判
決
に
お
い
て
は
、
補

充
的
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
売
主
の
価
格
改
訂
権
お
よ
び
買
主
の
解
除
権
を
認
め
る
と
い
う
構
成
（
類
型
Ⅳ２
）
が
採
用
さ
れ
た
が
、
下
級

審
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・
三
一
五
条
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
構
成
（
類
型
Ⅲ
）
が
多
く
見
ら
れ
、
と
り
わ
け
一
九
八

二
年
の
段
階
で
は
、
こ
ち
ら
の
方
が
多
数
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
る
構
成
に
お
い
て
も
、
買
主
の
解
除
権
を
問

題
と
せ
ず
、
実
質
的
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・
三
一
五
条
を
適
用
す
る
の
と
異
な
ら
な
い
構
成
（
類
型
Ⅳ１
）
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

下
級
審
裁
判
例
の
傾
向
か
ら
、
時
価
条
項
に
代
わ
り
い
か
な
る
規
律
が
妥
当
す
る
の
か
と
い
う
問
題
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
補
充

的
契
約
解
釈
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・
三
一
五
条
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
、
検
討

論 説
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を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

右
の
よ
う
な
下
級
審
裁
判
例
の
傾
向
に
対
し
て
、
学
説
に
お
い
て
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・
三
一
五
条
を
適
用
し
て
で
あ
れ
、
補
充
的

契
約
解
釈
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
売
主
の
一
方
的
な
価
格
改
訂
権
を
認
め
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
類
型
Ⅰ
に
あ
た
る
見
解
も
、
有
力
に

主
張
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
次
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・
三
一
五
条
を
適
用
す
る
見
解
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
る
見
解
と
と
も
に
、
売
主

の
一
方
的
な
価
格
改
訂
権
を
認
め
な
い
見
解
を
取
り
上
げ
て
、
第
二
時
価
条
項
判
決
ま
で
の
議
論
を
整
理
す
る
。

第
三
節

議
論
の
整
理

一

ド
イ
ツ
民
法
典
三
一
六
・
三
一
五
条
の
適
用
可
能
性

買
主
の
不
当
利
得
返
還
請
求
を
認
め
な
い
解
決
は
、
第
一
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・
三
一
五
条
の
適
用
可
能
性
を
検
討
す
る
と
い
う
形

で
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
六
条
二
項
に
基
づ
く
任
意
規
定
の
妥
当
と
い
う
レ
ベ
ル
で
模
索
さ
れ
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
条
は
、
反
対
給
付
の
範
囲
が

確
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
当
該
反
対
給
付
の
債
権
者
に
確
定
権
を
認
め
る
規
定
で
あ
り
、
価
格
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
要

件
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
可
能
性
は
、
主
と
し
て
、
契
約
締
結
時
の
価
格
合
意
の
解
釈
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ

た
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
と
と
も
に
、
よ
り
実
質
的
な
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
た
。
以
後
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
語
法
に
倣
い
、
確
定
価

格
の
合
意
な
し
に
売
主
に
よ
る
価
格
確
定
が
留
保
さ
れ
る
場
合
を
「
価
格
留
保
」(

P
re

isv
o

rb
e

h
alt)

と
呼
び
、
当
初
合
意
さ
れ
た
確

定
価
格
の
改
訂
が
留
保
さ
れ
る
場
合
を
「
価
格
改
訂
留
保
」(�

������
���	

�

��

��
�
�
���)

と
呼
ぶ
。

１

契
約
締
結
時
の
合
意
の
解
釈

ま
ず
、O

L
G

S
tu

ttg
art

一
九
八
一
年
一
一
月
二
四
日
判
決
（
下
級
審
裁
判
例
一
覧
【
２
�）
が
、
注
文
書
式
に
お
け
る
金
額
記
載
と

ドイツ約款法における時価条項判決の問題について（一）
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注
文
確
認
書
に
お
け
る
金
額
記
載
と
が
食
い
違
っ
て
お
り
、
売
買
代
金
に
つ
い
て
の
合
意
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
買
主

が
契
約
不
成
立
の
確
認
を
請
求
し
た
事
案
に
お
い
て
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
六
条
二
項
に
基
づ
き
、
無
効
な
時
価
条
項
に
代
わ
り
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六

・
三
一
五
条
が
妥
当
す
る
と
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
注
文
書
式
に
お
い
て
リ
ス
ト
価
格
が
「
さ
し
あ
た
り
二
一
〇
一
〇
マ
ル
ク
」
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
引
渡
時
期
か
ら
見
て
、
両
当
事
者
は
、
契
約
締
結
時
に
売
買
代
金
を
精
確
に
確
定
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、

引
渡
時
に
初
め
て
精
確
な
確
定
を
行
う
も
の
と
し
て
い
る
。
注
文
確
認
書
か
ら
も
、
同
様
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
、
約

款
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
な
く
可
能
で
あ
る
が
、
約
款
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
注
文
書
式
お
よ
び
注
文
確
認
書
に
記
載

さ
れ
た
数
値
は
、
契
約
締
結
時
の
リ
ス
ト
価
格
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
数
値
が
食
い
違
う
と
し
て
も
、
申
込
み
と
承
諾
が
価
格
留

保
と
し
て
一
致
す
る
以
上
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
五
〇
条
二
項

(

�)

（
変
更
を
加
え
た
承
諾)

、
一
五
四
条

(

�)

（
明
ら
か
な
不
合
意
）
は
適
用
さ
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
価
格
留
保
の
合
意
に
関
し
て
時
価
条
項
が
無
効
と
さ
れ
た
結
果
、
価
格
確
定
方
法
に
つ
き
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・
三
一
五
条
が

適
用
さ
れ
る
の
で
、
契
約
は
有
効
に
成
立
し
て
い
る
と
し
た
。
そ
の
後
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
価
格
留
保
説
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・

三
一
五
条
適
用
構
成
の
論
拠
と
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
長
期
の
引
渡
期
間
が
合
意
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
価
格
改
訂
留
保
で
あ
る
と
す
る
解
釈
も
、
当
初
か
ら
一

定
の
支
持
を
得
て
い
た
。
価
格
改
訂
留
保
説
は
、
時
価
条
項
が
無
効
で
あ
る
と
す
る
と
、
三
一
五
条
の
要
件
で
あ
る
給
付
確
定
権
の
合

意
が
存
在
せ
ず
、
ま
た
、
確
定
価
格
の
合
意
が
あ
る
た
め
に
三
一
六
条
を
適
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
す
る
。

(

�)

こ
の
見
解
は
、
Ｂ
Ｇ

Ｈ
第
八
民
事
部
一
九
八
三
年
五
月
一
八
日
判
決
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
。
こ
の
判
決
は
、
前
述

O
L

G
S

tu
ttg

art

判
決
の
上
告
審
判
決

で
あ
り
、
約
四
年
半
と
い
う
長
期
の
引
渡
期
間
が
合
意
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
締
結
時
に
確
定
価
格
の
合
意
が
あ
る
と

し
、
注
文
書
式
と
注
文
確
認
書
に
お
け
る
金
額
の
食
い
違
い
を
理
由
と
し
て
、
契
約
の
不
成
立
を
確
認
し
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
さ
し
あ
た

り
次
の
理
由
か
ら
、
価
格
留
保
説
を
否
定
し
た
。

論 説
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①

注
文
書
式
の
金
額
記
載
か
ら
は
、
ま
ず
は
一
度
効
力
を
有
す
る
価
格
を
確
定
す
る
と
い
う
両
当
事
者
の
意
思
を
引
き
出
す
ほ
う

が
自
然
で
あ
る
。
こ
の
記
載
を
単
な
る
数
値
・
指
針
と
す
る
解
釈
は
、
そ
の
よ
う
な
記
載
が
必
要
と
さ
れ
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、

注
文
書
式
に
お
い
て
リ
ス
ト
価
格
が
明
示
的
に
「
販
売
税
を
除
く
売
買
価
格
」
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
満
足

の
い
く
説
明
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
注
文
確
認
書
に
お
い
て
も
、「
メ
ー
カ
ー
工
場
渡
し
の
売
買
価
格
」
と
し
て
金
額
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

②

時
価
条
項
に
よ
っ
て
価
格
留
保
を
基
礎
付
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
無
効
な
時
価
条
項
か
ら
、
両
当
事
者
の
現
実
の
意
思
を
導

出
し
、
新
た
な
合
意
を
構
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
う
え
、
時
価
条
項
は
、
明
確
に
「
価
格
改
訂
条
項
」
と
し
て
定
式
化

さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
四
月
内
に
引
き
渡
さ
れ
る
場
合
に
は
、
契
約
締
結
日
の
価
格
が
妥
当
す
る
も
の
と
さ
れ
、
契
約
締
結
時

の
確
定
価
格
合
意
を
前
提
と
す
る
。

こ
の
判
決
後
、
価
格
留
保
説
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・
三
一
五
条
適
用
構
成
）
は
、
下
級
審
裁
判
例
に
お
い
て
も
支
持
を
失
っ
た
（
下
級

審
裁
判
例
一
覧
を
参
照
。)

。

２

よ
り
実
質
的
な
問
題
点

も
っ
と
も
、
価
格
改
訂
留
保
で
あ
っ
て
も
、
三
一
六
・
三
一
五
条
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
、
ま
た
は
、
実
質
的
に
同
一
の
結
論
を
も

た
ら
す
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
ケ
ッ
ツ(

H
e

in
�
���)

は
、
不
相
当
な
価
格
引
上
げ
が
実
際
に
行
わ
れ
な
い
限
り
個
別

訴
訟
に
お
い
て
時
価
条
項
は
無
効
で
は
な
い
と
す
る
見
解

(

�)

を
第
一
次
的
に
主
張
し
た
が
、
第
二
次
的
に
、
効
力
維
持
的
縮
減
が
認
め
ら

れ
る
と
い
う
立
場
を
前
提
と
し
て
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
両
当
事
者
の
価
格
合
意
は
、「
さ
し
あ
た
り
」

効
力
を
有
す
る
リ
ス
ト
価
格
と
し
て
契
約
に
挙
げ
ら
れ
た
確
定
価
格
の
合
意
、
時
価
条
項
に
お
け
る
当
初
価
格
の
改
訂
が
許
さ
れ
る
と

ドイツ約款法における時価条項判決の問題について（一）



(阪大法学) 58 (5 130) 1072 [2009.1]

い
う
合
意
、
価
格
改
訂
の
方
法
と
し
て
引
渡
し
日
に
効
力
を
有
す
る
価
格
が
決
定
的
で
あ
る
と
す
る
合
意
の
三
要
素
か
ら
な
る
。
こ
の

中
で
無
効
で
あ
る
の
は
第
三
の
要
素
だ
け
で
あ
る
た
め
、
売
買
代
金
を
支
払
う
こ
と
は
合
意
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
金
額
、
す
な
わ
ち

反
対
給
付
の
範
囲
を
確
定
す
る
合
意
が
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・
三
一
五
条
が
適
用
さ
れ
る
、
と
。
さ
ら
に
、
既

に
見
た
よ
う
に
、
補
充
的
契
約
解
釈
を
介
し
て
三
一
六
・
三
一
五
条
を
適
用
す
る
の
と
同
一
の
結
論
を
導
く
裁
判
例
が
あ
り
（
下
級
審

裁
判
例
一
覧
類
型
Ⅳ１)

、
併
せ
て
こ
れ
ら
の
規
定
の
類
推
適
用
に
言
及
す
る
裁
判
例
も
存
在
す
る
（
下
級
審
裁
判
例
一
覧
【
�
�)

。

し
か
し
な
が
ら
、
三
一
六
・
三
一
五
条
の
適
用
に
対
し
て
は
、
よ
り
実
質
的
な
難
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
規
定

の
適
用
は
、
時
価
条
項
と
同
じ
く
売
主
の
価
格
確
定
権
な
い
し
改
訂
権
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
化
の
要
請
を
充
足
し
て
お
ら

ず
、
買
主
の
解
除
権
を
導
く
こ
と
も
な
い
た
め
、
時
価
条
項
の
無
効
評
価
と
相
容
れ
な
い
規
範
的
評
価
を
下
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
問

題
が
指
摘
さ
れ
た
。

(

�)

さ
ら
に
、
こ
の
点
を
押
し
進
め
て
、
価
格
留
保
で
あ
っ
て
も
、
価
格
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
価
格
確
定
条

項
が
無
効
と
な
れ
ば
、
価
格
に
つ
い
て
の
合
意
が
存
在
せ
ず
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
五
四
・
一
五
五
条

(

�)

に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
不
合
意
が
存
在
す

る
と
し
て
、
時
価
条
項
の
無
効
が
契
約
不
成
立
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た

(

�)

（
た
だ
し
、
こ
の
見
解
の
背
景
に
は
、
後
述
の
よ

う
に
、
そ
も
そ
も
約
款
に
お
い
て
一
方
的
給
付
確
定
権
を
留
保
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
考
慮
が
あ
る
。)

。
前
述
Ｂ
Ｇ
Ｈ
一
九

八
三
年
判
決
も
、
先
の
二
つ
の
理
由
付
け
に
続
い
て
、
価
格
留
保
説
が
、
買
主
の
解
除
権
を
も
た
ら
さ
ず
、
結
論
に
お
い
て
も
不
適
切

で
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
価
格
留
保
で
あ
る
と
す
る
と
、
給
付
確
定
の
限
界
が
衡
平
性
の
み
と
な
る
。
売
主
に
よ
る
価
格
確
定
は
、

確
か
に
こ
の
限
度
内
に
留
ま
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
買
主
の
給
付
能
力
に
は
、
そ
れ
で
も
な
お
、
も
は
や
相
当
で
な
い
負
担
を
課
せ
ら

れ
る
か
も
し
れ
ず
、
他
方
で
契
約
の
解
消
可
能
性
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
九
条
の
み
が
、
こ
の
点
に
向
け
ら
れ
た
相
当
性

規
制
を
可
能
に
す
る
、
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
難
点
を
意
識
し
た
の
か
、
三
一
六
・
三
一
五
条
の
適
用
に
つ
い
て
の
異
な
る
構
成
が
、
ウ
ル
マ
ー(

P
e

te
r

U
lm

e
r)
(

�)

論 説
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に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
。
ウ
ル
マ
ー
は
、
前
述

O
L

G
S

tu
ttg

art

判
決
と

L
G

�
�
��
��
��
�	
�
�
�

一
九
八
二
年
一
月
二
七
日
判
決
（
下

級
審
裁
判
例
一
覧
【
５
�）
と
を
比
較
し
、
比
較
的
短
い
引
渡
期
間
が
問
題
と
な
っ
た
後
者
に
お
い
て
、
両
当
事
者
に
よ
る
確
定
価
格

の
合
意
が
存
在
す
る
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
目
安
と
し
て
、
引
渡
期
間
が
四
月
か
ら
一
年
の
契
約
（
中
期
の
引
渡
期
間
）
で
あ
れ
ば
価

格
改
訂
留
保
で
あ
る
が
、
引
渡
期
間
が
一
年
を
超
え
る
契
約
（
長
期
の
引
渡
期
間
）
で
あ
れ
ば
価
格
留
保
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、

後
者
を
内
容
規
制
の
問
題
で
は
な
い
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
価
格
留
保
が
個
別
合
意
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
合
意
は
内
容
規
制
に
服
さ

な
い
し
、
価
格
改
訂
留
保
た
る
時
価
条
項
は
そ
も
そ
も
適
用
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
価
格
留
保
が
約
款
で
あ
る
と
し
て
も
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
八

条
に
よ
り
、
内
容
規
制
が
妨
げ
ら
れ
る
（
契
約
の
要
素
に
あ
た
る
。)

。
か
く
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・
三
一
五
条
の
通
常
の
適
用
事
例

で
あ
る
と
主
張
し
た
。

(

�)

確
か
に
、
ウ
ル
マ
ー
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
時
価
条
項
に
対
す
る
無
効
評
価
と
の
整
合
性
と
い
う
問
題
は
回
避
さ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
時
価
条
項
が
留
保
価
格
の
確
定
方
法
を
規
定
し
て
い
な
い
と
す
る
と
、
無
用
な
時
価
条
項
が
契
約
に
組
入
れ

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
契
約
解
釈
と
し
て
整
合
性
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
疑
問
が
生
じ
る
。

二

補
充
的
契
約
解
釈

Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・
三
一
五
条
の
適
用
構
成
が
右
の
よ
う
な
批
判
に
曝
さ
れ
た
た
め
、
さ
ら
に
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
売
主
の

価
格
改
訂
権
を
認
め
る
構
成
が
主
張
さ
れ
た
。

時
価
条
項
問
題
の
処
理
に
補
充
的
契
約
解
釈
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
、
ウ
ル
マ
ー
で
あ
る
。
ウ
ル
マ
ー
は
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
制
定
当
初
、
無

効
部
分
の
補
充
手
段
と
し
て
補
充
的
契
約
解
釈
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
立
場
を
採
っ
て
い
た
が
、

(

�)

一
九
八
一
年
の
論
稿

(

�)

に
お
い
て
、

任
意
規
定
に
よ
る
補
充
し
か
認
め
な
い
の
で
は
、
価
格
改
訂
権
を
導
く
こ
と
が
で
き
ず
、
時
価
条
項
の
問
題
を
適
切
に
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
考
え
、

(

�)

今
日
の
通
説
へ
と
改
説
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ぎ
り
ぎ
り
な
お
許
容
さ
れ
る
程
度
へ
の
効
力
維
持
的
縮
減
は
許
容

ドイツ約款法における時価条項判決の問題について（一）
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さ
れ
ず
、
内
容
規
制
の
リ
ス
ク
は
、
原
則
と
し
て
約
款
使
用
者
が
負
担
す
べ
き
で
あ
り
、
六
条
二
項
に
よ
り
任
意
法
の
規
範
が
妥
当
す

る
が
、
任
意
法
に
よ
る
解
決
が
成
功
す
る
か
は
、
適
切
な
任
意
法
の
存
在
し
だ
い
で
あ
り
、「
一
方
で
適
切
な
任
意
規
定
が
存
在
せ
ず
、

他
方
で
無
効
な
約
款
条
項
の
代
替
な
き
削
除
も
相
当
な
、
両
当
事
者
の
典
型
的
利
益
を
考
慮
す
る
解
決
を
提
供
し
な
い
場
合
に
の
み
、

か
つ
そ
の
限
り
に
お
い
て
の
み｣

、

(

�)

補
充
的
契
約
解
釈
が
認
め
ら
れ
る
、
と
。

も
っ
と
も
、
ウ
ル
マ
ー
は
、
翌
年
の
論
稿
に
お
い
て
、

(

�)

こ
の
枠
組
み
を
時
価
条
項
の
問
題
に
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
前

述
の
よ
う
に
、
引
渡
期
間
が
一
年
を
超
え
る
契
約
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
内
容
規
制
の
問
題
か
ら
外
し
、
引
渡
期
間
が
四
月
か
ら
一

年
の
契
約
に
つ
い
て
の
み
、
価
格
改
訂
留
保
で
あ
る
と
し
て
補
充
的
契
約
解
釈
を
肯
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
に
は
、
当
事
者

意
思
お
よ
び
取
引
慣
行
に
よ
れ
ば
、
通
常
、
改
訂
が
留
保
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
売
買
価
格
が
決
定
的
な
も
の
と
し
て
合
意
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
と
き
、
時
価
条
項
が
無
効
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
契
約
に
欠
缺
が
生
じ
る
が
、
補
充
的
契
約
解
釈
を
介
し
て
価
格
改
訂

が
認
め
ら
れ
る
、
と
。
さ
ら
に
、
下
級
審
裁
判
例
や
学
説
に
お
い
て
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
制
定
前
の
判
例
を
も
と
に
、
規
律
内
容
を
確
定
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
補
充
的
契
約
解
釈
構
成
が
批
判
さ
れ
た
と
こ
ろ
（
後
述)

、
少
な
く
と
も
既
に
完
了
し
て
い
る
契

約
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
支
払
わ
れ
た
価
格
が
相
当
で
あ
る
か
を
審
査
す
れ
ば
足
り
る
の
だ
か
ら
、

(

�)

適
切
な
調
整
条
項
を
裁
判
所
が
定

式
化
す
る
必
要
は
な
い
と
し
た
。

(

�)

ま
た
、
ウ
ル
マ
ー
は
、
無
効
部
分
の
補
充
手
段
と
し
て
の
補
充
的
契
約
解
釈
を
、「
可
分
な
約
款
条
項
の
妥
当
要
求
を
縮
減
し
て
維

持
す
る
た
め
に
考
え
ら
れ
る
手
段｣

(

�)

と
い
う
点
で
、
効
力
維
持
的
縮
減
と
共
通
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
約
款
使
用
者
が
条
項
の
違

法
性
を
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
い
う
効
力
維
持
的
縮
減
の
可
否
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
た

(

�)

事
情
を
、
補
充
的
契
約
解
釈
を
認

め
る
際
の
考
慮
要
因
と
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
時
価
条
項
の
問
題
に
お
い
て
も
、
前
述
Ｂ
Ｇ
Ｈ
一
九
八
〇
年
六
月
一
一
日
判
決
が
知

ら
れ
て
以
降
に
締
結
さ
れ
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
約
款
使
用
者
が
自
己
の
リ
ス
ク
に
お
い
て
行
為
し
た
も
の
で
あ
り
、
補
充
的
契
約
解

論 説



(阪大法学) 58 (5 133) 1075 [2009.1]

釈
は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
た
。

(

�)

そ
の
後
、
補
充
的
契
約
解
釈
構
成
は
、
ブ
ン
テ(

H
e

rm
an

n
-Jo

se
f

B
u

n
te)
(

�)

に
よ
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
一
九
八
三
年
判
決
な
ど
が
勘
案
さ

れ
、
後
の
第
二
時
価
条
項
判
決
に
近
い
形
へ
と
展
開
さ
れ
た
。
ブ
ン
テ
は
、
引
渡
期
間
に
よ
る
区
別
を
せ
ず
、
長
期
の
引
渡
期
間
が
合

意
さ
れ
て
い
る
場
合
と
し
て
、
補
充
的
契
約
解
釈
を
論
じ
る
（
長
期
の
引
渡
期
間
に
、
中
期
の
引
渡
期
間
が
含
ま
れ
る
の
か
は
、
定
か

で
な
い)

。

ま
ず
、
補
充
的
契
約
解
釈
の
前
提
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
仮
定
的
当
事
者
意
思
の
探
求
に
お
い
て
、
長

期
の
引
渡
期
間
の
合
意
、
注
文
書
式
に
記
載
さ
れ
た
「
さ
し
あ
た
り
」
と
い
う
付
記
、
さ
ら
に
無
効
で
は
あ
っ
て
も
時
価
条
項
自
体
か

ら
も
、
両
当
事
者
が
価
格
改
訂
を
前
提
と
し
て
い
た
と
い
う
認
定
は
、
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
時
価
条
項
が
無
効
と
さ
れ
る
こ
と

よ
っ
て
契
約
締
結
時
に
期
待
し
得
な
か
っ
た
利
益
を
得
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
買
主
は
、
時
価
条
項
の
無
効
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、

信
義
誠
実
に
し
た
が
っ
て
代
替
解
決
に
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
。

(

�)

そ
の
う
え
で
、
ブ
ン
テ
は
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
規
律
内
容
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
一
九
八
三
年
判
決
が
示
唆
す
る

と
こ
ろ
に
倣
い
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・
三
一
五
条
に
応
じ
た
価
格
改
訂
権
が
売
主
に
認
め
ら
れ
、
一
定
規
模
を
超
え
る
価
格
引
上
げ
に
つ

い
て
、
買
主
に
解
除
権
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
理
論
的
に
多
数
の
形
成
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
も
、
当
該
法
律
行
為
の
個
性
に
基
づ

い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
と
、
そ
の
他
の
可
能
性
に
対
し
て
は
、
製
造
業
者
の
合
理
化
利
益
が
再
交
渉
条
項
に
不
利
に
働
き
、
ま
た
、

通
貨
制
度
と
の
関
係
で
自
動
ス
ラ
イ
ド
条
項
も
妨
げ
ら
れ
る
な
ど
と
す
る
。

(

�)

さ
ら
に
、
乗
用
車
市
場
に
お
け
る
価
格
競
争
の
限
定
性
お

よ
び
費
用
変
動
審
査
の
困
難
さ
か
ら
、
買
主
が
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
少
な
く
と
も
リ
ス
ト
価
格
が

一
般
生
活
費
用
よ
り
も
大
き
く
引
き
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
引
渡
時
の
リ
ス
ト
価
格
を
妥
当
さ
せ
る
改
訂
条
項
で
あ
る

と
し
た
。

(

�)
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三

補
充
的
契
約
解
釈
に
対
す
る
批
判
と
行
為
基
礎
論
に
よ
る
処
理

補
充
的
契
約
解
釈
構
成
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
展
開
さ
れ
た
。

当
初
か
ら
指
摘
さ
れ
た
難
点
は
、
規
律
内
容
の
確
定
可
能
性
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
前
述

L
G

�
�
��
�����	

�
�
�

一
九
八
二
年
判
決
は
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
制
定
前
の
判
例
法
理
を
引
き
合
い
に
出
し
、
両
当
事
者
が
契
約
欠
缺
を
認
識
し
て
い
た
な
ら
ば
い
か

な
る
規
律
を
な
し
た
か
を
、
十
分
確
実
に
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
、
補
充
的
契
約
解
釈
を
否
定
し
た
。

(

�)

こ
れ
に
続
い
て
、
ト
リ
ン
ク
ナ
ー(

R
e

in
h

o
ld

T
rin

k
n

e
r)

と
レ
ー
ヴ
ェ(

W
alte

r
�

�

�)

が
、
補
充
的
契
約
解
釈
構
成
に
対
す
る

批
判
を
展
開
し
た
。
彼
ら
は
、
一
般
論
と
し
て
は
補
充
的
契
約
解
釈
の
余
地
を
認
め
て
い
た
が
、

(

�)

時
価
条
項
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
次
の
二
点
か
ら
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
売
主
の
価
格
改
訂
権
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

第
一
点
は
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
規
律
の
内
容
に
つ
い
て
、
確
定
可
能
性
と
と
も
に
、
無
効
と
さ
れ
た
条
項
の
全

部
ま
た
は
一
部
が
維
持
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
条
項
全
体
が
維
持
さ
れ
る
な
ら
ば
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
に
よ
る
内
容
規
制

の
意
義
と
目
的
が
失
わ
れ
る
し
、

(

�)

一
部
だ
け
が
維
持
さ
れ
る
と
し
て
も
、
効
力
維
持
的
縮
減
の
禁
止
と
同
様
の
考
慮
（
約
款
使
用
者
が

無
効
の
リ
ス
ク
を
負
わ
な
く
な
る
。）
か
ら
、
補
充
的
契
約
解
釈
が
禁
じ
ら
れ
る
。

(

�)

し
た
が
っ
て
、
無
効
と
さ
れ
た
条
項
と
具
体
的
に

異
な
る
結
論
を
も
た
ら
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
制
約
を
課
す
な
ら
ば
、
両
当
事
者
が
い
か
な
る
規
律
を
な
し
た
か
を

確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
慮
か
ら
、
補
充
的
契
約
解
釈
を
介
し
て
売
主
の
価
格
改
訂
権
を
認
め
る
こ
と
は
、
無
効

な
条
項
を
完
全
に
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
批
判
さ
れ
た
。

(
�)

第
二
点
は
、
法
律
行
為
の
要
素
た
る
価
格
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
補
充
的
契
約
解
釈
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(

�)

価

格
形
成
は
、
私
的
自
治
に
委
ね
ら
れ
た
事
柄
で
あ
り
、
価
格
に
関
す
る
規
律
が
無
効
と
さ
れ
た
場
合
に
、
補
充
に
適
し
た
任
意
制
定
法

が
存
在
し
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
立
法
者
の
企
図
か
ら
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
ま
た
、
有
効
な
確
定
価
格
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、

論 説
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価
格
改
訂
条
項
の
無
効
は
、
何
ら
補
充
を
要
す
る
欠
缺
を
生
じ
さ
せ
な
い
と
し
た
。

ト
リ
ン
ク
ナ
ー
／
レ
ー
ヴ
ェ
の
批
判
の
背
景
に
は
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
対
す
る
方
法
論
的
疑
義
に
留
ま
ら
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
、
一
方
的
な
給
付
確
定
権
を
約
款
に
規
定
す
る
こ
と
自
体
が
適
当
で
な
い
と
考
え
て
い
た
。

(

�)

そ
れ
に
よ
る
と
、
約

款
に
お
い
て
約
款
使
用
者
の
一
方
的
給
付
確
定
権
を
認
め
る
こ
と
は
、
三
一
五
条
三
項
に
基
づ
く
大
量
の
訴
訟
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
大
量
取
引
に
適
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
個
別
事
例
に
お
け
る
三
一
五
条
三
項
の
審
査
の
存
在
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け

団
体
訴
訟
に
お
け
る
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
の
審
査
が
妨
げ
ら
れ
る
。
し
か
も
、
買
主
に
対
す
る
解
除
権
の
付
与
は
、
過
剰
な
価
格
引
上
げ
に
よ
っ

て
解
除
を
強
要
さ
れ
る
可
能
性
や
、
適
時
に
代
替
物
を
調
達
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
（
例
え
ば
、
旅
行
契
約
に
お
け
る
出
発
直
前
の

価
格
引
上
げ
）
に
鑑
み
て
、
十
分
な
補
償
と
は
な
ら
な
い
。

(

�)

し
た
が
っ
て
、
給
付
確
定
権
を
約
款
に
お
い
て
留
保
す
る
こ
と
自
体
が
不

相
当
で
あ
る
た
め
、
効
力
維
持
的
縮
減
や
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
も
ま
た
許
さ
れ
な
い
、
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
売
主
の
一
方
的
な
確
定
権
を
否
定
す
る
ト
リ
ン
ク
ナ
ー
／
レ
ー
ヴ
ェ
で
あ
る
が
、
売
主
の
価
格
改
訂
利
益
を
完
全
に
否

定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
、
行
為
基
礎
障
害
に
基
づ
く
価
格
調
整
が
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
レ
ー
ヴ
ェ

(

�)

に
よ
る
と
、
六
条

二
項
に
言
う
「
法
律
上
の
規
定
」
に
は
、
裁
判
官
法
や
慣
習
法
も
含
ま
れ
、(

当
時
は
成
文
化
さ
れ
て
い
な
い
）
行
為
基
礎
論
も
含
ま

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
著
し
い
給
付
の
不
均
衡
が
生
じ
る
場
合
に
の
み
、
一
方
的
給
付
確
定
権
を
要
件
と
す
る
こ
と
な
く
、
売
主
は
価

格
調
整
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
契
約
締
結
時
に
予
見
で
き
な
か
っ
た
事
情
だ
け
で
あ

り
、
前
述
Ｂ
Ｇ
Ｈ
一
九
八
〇
年
判
決
後
に
締
結
さ
れ
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
時
価
条
項
の
無
効
を
考
慮
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
た
め
、
約
款
使
用
者
が
意
図
的
に
無
効
の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
た
も
の
と
し
て
、
価
格
調
整
が
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
補
充
的
契
約
解
釈
構
成
を
支
持
す
る
論
者
は
、
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。
ま
ず
、
ウ
ル
マ
ー
は
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
六
条

三
項
が
特
則
と
し
て
行
為
基
礎
論
の
一
般
準
則
を
排
除
す
る
こ
と
、
行
為
基
礎
論
が
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
六
条
二
項
に
言
う
「
法
律
上
の
規
定
」

ドイツ約款法における時価条項判決の問題について（一）
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で
あ
る
な
ら
ば
、
補
充
的
契
約
解
釈
も
そ
う
で
あ
り
、
一
般
法
律
行
為
論
で
は
補
充
的
契
約
解
釈
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ

も
そ
も
「
法
律
上
の
規
定
」
に
は
、
実
体
的
内
容
を
有
す
る
規
範
だ
け
が
含
ま
れ
、
方
法
論
的
準
則
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
主
張
し

た
。

(
�)

こ
れ
に
対
し
て
、
ブ
ン
テ
は
、
補
充
的
契
約
解
釈
と
行
為
基
礎
障
害
に
基
づ
く
契
約
調
整
と
の
区
別
が
流
動
的
で
あ
る
と
し
て
、

行
為
基
礎
障
害
に
基
づ
く
調
整
自
体
は
可
能
で
あ
る
と
し
た
が
、
長
期
の
引
渡
期
間
を
有
す
る
契
約
の
場
合
に
は
、
買
主
が
価
格
上
昇

の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
る
と
指
摘
し
た
。

(

�)

第
四
節

小

括

こ
こ
ま
で
扱
っ
て
き
た
第
二
時
価
条
項
判
決
前
の
議
論
展
開
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

ま
ず
、
第
一
時
価
条
項
判
決
に
お
い
て
、
条
項
の
定
式
自
体
に
お
い
て
価
格
改
訂
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
具
体
化
の
要

請
、
な
ら
び
に
、
価
格
変
動
要
因
の
多
様
性
か
ら
具
体
化
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
も
、
解
除
権
規
定
の
有
無
を
無
効
基
準
と
し
て
、
時

価
条
項
の
使
用
差
止
め
が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
契
約
締
結
時
に
合
意
さ
れ
た
価
格
と
引
渡
時
に
支
払
っ
た
価
格
と
の
差
額
に
つ

い
て
の
多
数
の
不
当
利
得
返
還
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
無
効
な
時
価
条
項
の
代
わ
り
に
い
か
な
る
規
律
が
妥
当
す
る
の
か
が
議
論
さ
れ

た
。
代
表
的
な
見
解
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・
三
一
五
条
を
適
用
す
る
見
解
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
売
主
の
価
格
改
訂
権
を

認
め
る
見
解
、
行
為
基
礎
論
に
よ
る
価
格
調
整
の
み
を
認
め
る
見
解
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・
三
一
五
条
を
適
用
す
る
見
解
は
、
主
と
し
て
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
六
条
二
項
に
基
づ
く
時
価
条
項
に
代
わ
る

任
意
規
定
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
的
構
成
に
対
し
て
は
、
二
つ
の
批
判
が
存
在
し

た
。
第
一
の
批
判
は
、
契
約
締
結
時
に
確
定
価
格
が
合
意
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
時
価
条
項
が
無
効
で
あ
る
た
め
に
給
付
確
定
権
の
合

意
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
要
件
を
欠
く
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
批
判
は
、
補
充
的
契
約
解
釈
や

論 説
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類
推
適
用
に
よ
っ
て
同
一
の
帰
結
を
も
た
ら
す
構
成
、
ま
た
は
、
時
価
条
項
の
う
ち
無
効
と
さ
れ
る
範
囲
を
価
格
改
訂
の
方
法
に
限
定

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
五
条
の
適
用
を
可
能
に
す
る
構
成
に
対
し
て
、
決
定
的
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
構
成
に
も
妥
当
す
る
実
質
的
な
第
二
の
批
判
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
よ
っ
て
は
、
具
体
化
の
要
請
ま
た
は
解
除

権
の
付
与
と
い
う
要
求
を
、
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
第
一
時
価
条
項
判
決
は
、
売
主
が
改
訂
権
を
留
保

す
る
と
い
う
趣
旨
の
時
価
条
項
を
承
認
す
る
の
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
五
条
に
基
づ
く
権
利
行
使
規
制
の
存
在
で
は
足
り
な
い
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
判
決
に
し
た
が
っ
て
時
価
条
項
を
無
効
と
す
る
以
上
は
、
価
格
留
保
の
場
合
で
あ
れ
、
価
格
改
訂
留
保
の
場
合
で
あ
れ
、

売
主
の
確
定
権
を
認
め
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
五
条
の
規
制
を
課
す
だ
け
の
処
理
は
認
め
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
第
一
時
価
条
項
判
決
を
前
提
と
し
た
場
合
に
残
る
の
は
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
売
主
の
価
格
改
訂
権
お
よ
び

買
主
の
解
除
権
を
認
め
る
構
成
と
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
売
主
の
一
方
的
な
価
格
改
訂
権
を
認
め
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
行
為

基
礎
論
に
よ
る
価
格
調
整
だ
け
を
認
め
る
構
成
で
あ
る
。
両
説
の
対
立
点
と
し
て
は
、
ま
ず
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
制
定
前
の
判
例
法
理
に
お
い

て
「
両
当
事
者
が
条
項
無
効
を
認
識
し
て
い
た
な
ら
ば
な
し
た
で
あ
ろ
う
規
律
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
補
充
的
契

約
解
釈
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
規
律
内
容
を
十
分
に
確
定
で
き
る
か
と
い
う
点
、

さ
ら
に
こ
の
点
と
関
連
し
て
、
効
力
維
持
的
縮
減
の
禁
止
か
ら
、
補
充
的
契
約
解
釈
を
介
し
て
無
効
な
条
項
を
部
分
的
に
で
あ
れ
維
持

し
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の
態
度
決
定
以
前
に
、
両
説

の
基
底
に
は
、
次
の
よ
う
な
点
で
異
な
る
評
価
が
見
出
さ
れ
る
。

第
一
に
、
一
方
的
価
格
改
訂
権
の
留
保
が
許
さ
れ
る
か
と
い
う
点
に
お
い
て
、
明
確
な
見
解
の
相
違
が
存
在
し
た
。
補
充
的
契
約
解

釈
に
よ
っ
て
売
主
の
価
格
改
訂
権
を
認
め
る
構
成
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
留
保
自
体
は
適
法
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
行
為
基
礎
論
構
成
の
論
者
は
、
そ
も
そ
も
約
款
に
お
け
る
価
格
改
訂
権
の
留
保
自
体
が
許
さ
れ
な
い
と
考
え
て
い
た
。

ドイツ約款法における時価条項判決の問題について（一）
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こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
規
律
内
容
の
確
定
性
や
効
力
維
持
的
縮
減
の
禁
止
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
理
解
を
採
ろ
う

と
も
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
売
主
の
価
格
改
訂
権
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
現
に
、
補
充
的
契
約
解
釈
構
成

に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
批
判
は
、
無
効
な
条
項
の
部
分
的
な
維
持
と
し
て
の
効
力
維
持
的
縮
減
を
超
え
て
、
無
効
な
条
項
の
完
全
な
維

持
と
い
う
点
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
も
っ
と
も
、
論
者
は
、
価
格
改
訂
権
の
留
保
自
体
が
許
さ
れ
な
い
と
す
る
根
拠
と
し
て
、
判
例
の

傾
向
も
挙
げ
て
い
た
が
、

(

�)

第
一
時
価
条
項
判
決
な
ど
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
判
例
法
理
は
、
価
格
改
訂
留
保
を
凡
そ
認
め
な
い
と
ま
で
す

る
も
の
で
は
な
い
。

(
�)

第
二
に
、
時
価
条
項
の
無
効
基
準
に
つ
い
て
判
例
の
立
場
を
採
る
と
し
て
も
、「
長
期
の
引
渡
期
間
を
有
す
る
売
買
契
約
に
お
い
て
、

そ
も
そ
も
い
ず
れ
の
当
事
者
が
価
格
上
昇
の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
る
べ
き
か
」
と
い
う
点
に
関
す
る
見
解
の
相
違
が
、
態
度
決
定
を
左

右
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
行
為
基
礎
論
構
成
か
ら
は
、
価
格
改
訂
条
項
の
無
効
に
よ
っ
て
契
約
欠
缺
は
生
じ
な

い
と
主
張
さ
れ
た
。
価
格
改
訂
に
つ
い
て
の
合
意
が
、
そ
れ
な
く
し
て
契
約
が
成
立
し
得
な
い
と
い
う
意
味
で
の
契
約
の
要
素
で
あ
る

か
は
別
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
主
張
の
基
礎
に
見
出
さ
れ
る
の
は
、「『

売
買
契
約
に
お
い
て
価
格
改
訂
規
定
を
置
く
か
否
か
は
、
当

事
者
の
合
意
に
委
ね
る
』
と
い
う
態
度
決
定
が
、
既
に
法
秩
序
に
よ
っ
て
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
時
価
条
項
が
無
効
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
合
意
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
契
約
締
結
時
の
価
格
に
拘
束
さ
れ
る
（
売
主
が
価
格
上
昇
の
リ
ス
ク
を

負
担
す
る
）
こ
と
に
な
る
。
行
為
基
礎
障
害
に
基
づ
く
価
格
調
整
は
、
そ
の
例
外
と
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
当
事
者
が
価
格
改
訂
規
定
を

合
意
し
な
か
っ
た
場
合
に
妥
当
す
る
任
意
法
の
準
則
の
一
部
と
し
て
、
主
張
さ
れ
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
そ
う
考
え
る

と
、
補
充
的
契
約
解
釈
が
行
為
基
礎
論
に
優
先
す
る
な
ど
と
す
る
ウ
ル
マ
ー
の
批
判
は
、
当
た
っ
て
い
な
い
。)

。
こ
れ
に
対
し
て
、
補

充
的
契
約
解
釈
構
成
に
お
い
て
は
、
中
期
の
引
渡
期
間
に
お
け
る
ウ
ル
マ
ー
の
見
解
を
留
保
す
る
な
ら
ば
、
明
確
で
は
な
い
が
、
長
期

の
引
渡
期
間
を
有
す
る
売
買
契
約
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
買
主
が
価
格
上
昇
の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

論 説
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た
節
が
あ
る
。
ま
ず
、
補
充
的
契
約
解
釈
構
成
は
、
任
意
規
定
と
し
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
一
六
・
三
一
五
条
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
展
開
さ
れ
た
構
成
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
い
自
体

が
、
買
主
が
価
格
上
昇
の
リ
ス
ク
を
負
担
す
べ
き
こ
と
（
売
主
に
価
格
改
訂
権
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
）
を
前
提
に
、
そ
の
た
め
の

準
則
が
何
か
を
探
求
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
し
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
補
充
的
契
約
解
釈
が
認
め
ら
れ
る
前
提
と
し
て
、
両

当
事
者
は
価
格
改
訂
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
と
主
張
さ
れ
る
と
き
に
も
、
そ
の
論
拠
と
し
て
長
期
の
引
渡
期
間
の
存
在
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
行
為
基
礎
論
構
成
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
買
主
が
価
格
上
昇
の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
る
べ
き
こ
と
が
主

張
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
補
充
的
契
約
解
釈
構
成
は
、
買
主
が
こ
の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
る
べ
き
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

そ
の
た
め
の
任
意
規
定
が
存
在
し
な
い
（
法
の
欠
缺
が
存
在
す
る
）
た
め
、
補
充
的
契
約
解
釈
に
よ
る
規
範
形
成
が
必
要
に
な
る
と
い

う
構
成
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

(

�)

条
項
全
部
無
効
・
一
部
無
効
論
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
ま
ず
、
条
項
全
部
無
効
論
の
代
表
は
、
河
上
正
二
教
授
で
あ
る

(『

約
款
規
制
の
法
理
』
三
七
四
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
、
初
出
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。)

。
さ
ら
に
、
山
本
敬
三
教
授
も
、
こ
の

立
場
を
支
持
し
て
い
る
（｢

一
部
無
効
の
判
断
構
造

契
約
に
お
け
る
法
律
効
果
確
定
過
程
の
構
造
化
に
向
け
て
（
一)

・(

二
・
未
完)

」

(

法
学
論
叢
一
二
七
巻
四
号
一
頁
以
下
、
六
号
一
頁
以
下
、
一
九
九
〇
年)

、「
不
当
条
項
規
制
に
対
す
る
内
容
規
制
と
そ
の
効
果
」(

民
事
研

修
五
〇
七
号
二
〇
頁
以
下
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。)

。
こ
れ
に
対
し
て
、
条
項
一
部
無
効
論
の
代
表
的
論
者
は
、
山
本

豊
教
授
で
あ
る

(｢

附
随
的
契
約
条
項
の
全
部
無
効
、
一
部
無
効
ま
た
は
合
法
解
釈
に
つ
い
て
」
同
『
不
当
条
項
規
制
と
自
己
責
任
・
契
約
正
義
』
一
〇
五
頁

以
下
（
有
斐
閣
、
一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。)

。
ま
た
、
安
永
正
昭
教
授
に
よ
っ
て
、
条
項
一
部
無
効
論
に
近
い
合
法
的

解
釈
論
が
主
張
さ
れ
て
い
る
（｢

保
険
契
約
の
解
釈
と
約
款
規
制
」(

商
事
法
務
一
三
三
〇
号
二
五
頁
以
下
、
一
九
九
三
年
、
私
法
五
六
巻
一

〇
九
頁
以
下
、
一
五
一
頁
以
下
も
）
を
参
照
。)

。

(

�)

ド
イ
ツ
旧
約
款
規
制
法
八
条

内
容
規
制
の
制
限

ドイツ約款法における時価条項判決の問題について（一）
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第
九
条
な
い
し
第
一
一
条
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
法
規
定
を
逸
脱
し
ま
た
は
こ
れ
を
補
充
す
る
規
律
が
合
意
さ
れ
る
約
款
条
項
に
つ
い
て
し

か
、
妥
当
し
な
い
。(

現
民
法
典
三
〇
七
条
三
項
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
第
二
文
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。「
そ
の
他
の
約
款
条
項

は
、
一
項
一
文
と
併
せ
た
一
項
二
文
に
よ
り
、
無
効
と
な
り
う
る
。｣

）

ド
イ
ツ
旧
約
款
規
制
法
九
条

一
般
条
項

�

約
款
に
お
け
る
規
定
は
、
約
款
使
用
者
の
契
約
相
手
方
に
、
信
義
誠
実
の
要
請
に
反
し
て
、
不
相
当
な
不
利
益
を
与
え
る
場
合
に
、
無

効
で
あ
る
。(

現
民
法
典
三
〇
七
条
一
項
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
第
二
文
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。「
不
相
当
な
不
利
益
は
、
約

款
条
項
が
明
確
か
つ
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
も
、
生
じ
う
る
。｣

）

�

不
相
当
な
不
利
益
は
、
疑
わ
し
い
な
ら
ば
、
次
の
場
合
に
も
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１

約
款
条
項
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
逸
脱
さ
れ
る
法
律
上
の
規
律
の
本
質
的
基
本
思
想
に
合
致
し
な
い
場
合

２

契
約
の
本
性
か
ら
生
じ
る
本
質
的
権
利
義
務
を
、
契
約
目
的
の
達
成
を
危
殆
化
す
る
ほ
ど
に
制
限
す
る
場
合
。

(

�)

本
稿
に
関
連
す
る
旧
約
款
規
制
法
の
条
文
番
号
と
現
ド
イ
ツ
民
法
典
の
条
文
番
号
と
の
対
照
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
旧
約
款
規
制

法
六
条
↓
民
法
典
三
〇
六
条
、
旧
約
款
規
制
法
八
条
↓
民
法
典
三
〇
七
条
三
項
（
変
更
あ
り)

、
旧
約
款
規
制
法
九
条
↓
民
法
典
三
〇
七
条

一
・
二
項
、
旧
約
款
規
制
法
一
一
条
↓
民
法
典
三
〇
九
条
（
一
〜
六
号
↓
一
〜
六
号
、
七
号
↓
七
号
（
変
更
あ
り)

、
八
〜
一
一
号
↓
八
号
、

一
二
〜
一
六
号
↓
九
〜
一
三
号)

、
旧
約
款
規
制
法
一
三
条
以
下
↓
差
止
訴
訟
法(
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通
説
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照
。
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と
し
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(
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の
文
献
お
よ
び
後
に
紹
介
す
る
文
献
の
他
に
、
旧
約
款
規
制
法
以
降
の
関
連
文
献
と
し
て
、
次
の
も
の
も
参
照
。
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但
し
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Ｇ
を
直
接
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検
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と
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は
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い
。）

H
e

rm
an

n
E

b
e

l,
A

G
B

-G
e

se
tz-k

o
n

fo
rm

e
A

u
sle

g
u

n
g

b
e

i
U

n
w

irk
sam

k
e

it
e

in
ze

ln
e

r
K

lau
se

ln
in

A
llg

e
m

e
in

e
n


���

������	��

�

�
�
�
�
�
�

?,
D

B
1

9
7

9
,

1
9

7
3

E
ik

e
S

ch
m

id
t,

T
e

il-
o

d
e

r
T

o
taln

ich
tig

k
e

it
an

g
re

ifb
are

r
A

G
B

-K
lau

se
ln

?,
JA

1
9

8
0
,

4
0

1

E
b
e

rh
ard

S
e

y
b

o
ld

,
G

e
ltu

n
g

se
rh

alte
n

d
e

R
e

d
u

k
tio

n
,

T
e

ilu
n

w
irk

sam
k

e
it

u
n

d
�����

���
	�

V
e

rtrag
sau

sle
g

u
n

g
b
e

i
V

e
rsich

e
ru

n
g

s-

b
e

d
in

g
u

n
g
e

n
,

V
e

rsR
1

9
8

9
,

7
8

4

H
o

lg
e

r
P

au
ly

,
D

ie
g
e

ltu
n

g
se

rh
alte

n
d
e

R
e

d
u

k
tio

n
:

D
o

g
m

atisch
e

B
e

d
e

n
k

e
n

u
n

d
v

o
rh

an
d
e

n
e
�
����
�
���
�	����

��
�

�
,

JR
1

9
9

7
,

3
5

7

L
u

d
w

ig
�
����

��
���

G
e

ltu
n

g
se

rh
alte

n
d
e

o
d
e

r
�
� ��
�
�����������

	�
R

e
d

u
k

tio
n

?,
in

F
e

stsch
rift
��
�

P
e

te
r

U
lm

e
r,

2
0

0
3
,

1
0

9
7

(

�)

Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
八
民
事
部
一
九
八
一
年
一
〇
月
七
日
判
決
（N

JW
1

9
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1
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司
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八
頁
以
下
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号
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下
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号
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九
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あ
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。
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縮
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こ
の
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題
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G
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も
と
で
の
効
力
維
持
的
縮
減
の
禁
止
法
理
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
七
民
事

ドイツ約款法における時価条項判決の問題について（一）
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の
点
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契
約
解
釈
が
排
除
さ
れ
た
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時
価
条
項
問
題
に
関
す
る
文
献
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に
挙
げ
た
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の
を
除
い
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、
次
の
も
の
を
参
照
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ias
B

e
g

g
e

ro
w

,
�
P

re
isan

p
assu

n
g

sk
lau

se
ln

in
�
��
���������


�
���

N
e

u
w

ag
e

n
“
,

1
9

8
7

(

�)

問
題
の
新
車
販
売
約
款
は
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
制
定
に
合
わ
せ
て
作
成
さ
れ
、
一
九
七
七
年
に
連
邦
カ
ル
テ
ル
官
庁
に
届
出
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
時
価
条
項
は
、
そ
れ
以
前
の
既
に
三
〇
年
に
渡
り
、
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。B

e
g

g
e

ro
w

,
a.

a.
O

.(
F

n
.

1
8)

,
3

を
参
照
。

(

�)

四
月
以
内
で
あ
れ
ば
、
旧
約
款
規
制
法
一
一
条
一
項
に
よ
り
、
価
格
引
上
条
項
は
禁
止
さ
れ
る
。

ド
イ
ツ
旧
約
款
規
制
法
一
一
条

評
価
の
余
地
の
な
い
禁
止
条
項

普
通
取
引
約
款
に
お
い
て
、
以
下
の
規
定
は
無
効
と
す
る
。

１
（
短
期
間
の
価
格
引
上
げ
）

契
約
締
結
後
四
月
内
に
引
き
渡
さ
れ
る
べ
き
商
品
ま
た
は
提
供
さ
れ
る
べ
き
給
付
に
つ
い
て
、
対
価
の
引
上
げ
を
定
め
る
規
定
。
た
だ
し
、

継
続
的
債
務
関
係
の
枠
内
で
引
き
渡
さ
れ
る
商
品
ま
た
は
提
供
さ
れ
る
給
付
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(

�)
M

o
ck

e
n

h
au

p
t,

a.
a.

O
.(

F
n
.

1
8)

,
3

ff.

を
参
照
。

ドイツ約款法における時価条項判決の問題について（一）
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(

�)

ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ベ
ン
ツ
社
の
書
式
に
つ
い
て
、B

e
g

g
e

ro
w

,
a.

a.
O

.(
F

n
.

1
8)

の
巻
末
を
参
照
。

(

�)
U

lm
e

r,
a.

a.
O

.(
F

n
.

1
8)

,
1

1
3

2
;

M
o

ck
e

n
h

au
p

t,
a.

a.
O

.(
F

n
.

1
8)

,
2

3
1

(
�)

S
ch

lo
sse

r,
a.

a.
O

.(
F

n
.

1
8)

は
、
副
題
に
「
メ
ル
セ
デ
ス
に
と
っ
て
不
当
な
八
億
（
マ
ル
ク
）
か
？
」
と
付
け
る
。

(
�)
ウ
ル
マ
ー
（U

lm
e

r,
a.

a.
O

.(
F

n
.

1
8)

,
1

1
2

5

）
に
よ
れ
ば
、
ポ
ル
シ
ェ
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
あ
っ
た
。

(

�)
ド
イ
ツ
民
法
典
三
一
五
条

一
方
当
事
者
に
よ
る
給
付
の
確
定

�

給
付
が
契
約
当
事
者
の
一
方
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
と
き
、
疑
わ
し
い
場
合
に
は
、
そ
の
確
定
が
衡
平
な
裁
量
に
よ
り

行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

�

確
定
は
、
相
手
方
に
対
す
る
表
示
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

�

確
定
は
、
衡
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
と
き
、
衡
平
に
合
致
す
る
場
合
に
限
り
、
相
手
方
を
拘
束
す
る
。
確
定
が
衡
平
に
合

致
し
な
い
場
合
、
判
決
に
よ
っ
て
確
定
が
行
わ
れ
る
。
確
定
が
遅
延
す
る
と
き
も
、
ま
た
同
じ
。

(

	)

こ
の
よ
う
な
無
効
基
準
は
、
旧
約
款
規
制
法
政
府
草
案
理
由
書
に
お
い
て
、
旧
約
款
規
制
法
一
一
条
一
号
の
も
と
に
な
っ
た
九
条
一
号

に
つ
い
て
の
記
述
に
由
来
す
る(

B
T

-D
ru

ck
s

7
/3

9
1

9
,

2
8)

。
ま
た
、
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
に
対
応
し
た
統
一
的
な
新
車
販
売
約
款
の
作
成
に
際
し

て
、
顧
客
側
の
代
表
で
あ
る
ド
イ
ツ
自
動
車
連
盟
（
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
に
よ
っ
て
同
様
の
主
張
が
さ
れ
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。B

e
g

g
e

ro
w

,
a.

a.
O

.(
F

n
.

1
8)

,
9

を
参
照
。

(


)
｢

補
償
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
野
田
和
裕
「
約
款
の
内
容
規
制
と
約
款
全
体
・
契
約
全
体
と
の
関
連
性
」
広
島
法
学
二
一
巻
一
号
八

七
頁
以
下
（
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

(

�)

こ
こ
で
定
立
さ
れ
る
具
体
化
の
要
請
は
、
む
ろ
ん
、
透
明
性
の
要
請
の
一
種
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
透
明
性
の
要
請
一
般
に
つ

い
て
は
、
倉
持
弘
「
約
款
の
透
明
性
に
つ
い
て
」
奥
田
還
暦
『
民
事
法
理
論
の
諸
問
題(

下)

』(

成
文
堂
、
一
九
九
五
年
）
四
三
七
頁
以
下
、

石
原
全
「
約
款
に
お
け
る
『
透
明
性
』
原
則
に
つ
い
て
」
一
橋
大
学
法
学
研
究
二
八
号
三
頁
以
下
（
一
九
九
六
年)

、
鹿
野
菜
穂
子

｢

約
款

に
よ
る
取
引
と
透
明
性
の
原
則

ド
イ
ツ
法
を
手
が
か
り
に

」
長
尾
治
助
他
編
『
消
費
者
法
の
比
較
法
的
研
究
』(

有
斐
閣
、
一
九

九
七
年
）
九
六
頁
以
下
を
参
照
。

(

�)

さ
し
あ
た
り
、
近
時
の
裁
判
例
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
八
民
事
部
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
三
日
判
決(

N
JW

2
0

0
7
,

1
0

5
4
;

液
化
ガ
ス
供

給
契
約
の
事
例
）
や
Ｂ
Ｇ
Ｈ
第
三
民
事
部
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
五
日
判
決(

N
JW

2
0

0
8
,

3
6

0
;

有
料
テ
レ
ビ
放
送
定
期
視
聴
契
約
の
事
例
）

論 説
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を
参
照
。

(

�)

内
容
規
制
と
権
利
行
使
規
制
と
の
区
別
一
般
に
つ
い
て
は
、W

o
lf/H

o
rn

/L
in

d
ach

e
r,

a.
a.

O
.(

F
n
.

5)
�

9
R

n
.

2
7
(

M
an

fre
d

W
o

lf)
;

S
tau

d
in

g
e

rs
K

o
m

m
e

n
tar

zu
m

�
�
��
�
���	


��
G

e
se

tzb
u

ch
(

N
e

u
b
e

arb
e

itu
n

g
2

0
0

6)
,
�

3
0

7
R

n
.

3
6
(

M
ich

ae
l

C
o
e

ste
r)

.

を
参
照
。

(
�)

R
e

u
te

r,
a.

a.
O

.(
F

n
.

1
8)

,
7

1

(

�)
判
例
を
批
判
す
る
学
説
と
し
て
、
例
え
ば
、R

ain
e

r
M

.
W

ie
d
e

m
an

n
,

“�
���
��

����
�
�
�����


���”
,

1
9

9
1

を
参
照
。

(

�)

一
点
だ
け
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
団
体
訴
訟
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
こ
の
判
例
法
理
が
、
個
別
訴
訟
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
の
か
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
バ
ゼ
ド
ウ(

��
����

B
ase

d
o

w
,

K
o

lle
k

tiv
e

r
R

e
ch

tssch
u

tz
u

n
d

in
d

iv
id

u
e

lle
R

e
ch

te
-

D
ie

A
u

sw
irk

u
n

g
e

n
d
e

s
V

e
rb

an
d

sp
ro

ze
sse

s
au

f
d

ie
In

zid
e

n
tk

o
n

tro
lle

v
o

n
A

G
B

,
A

cP
1

8
2
(

1
9

8
2)

,
3

3
5
,

3
5

6
ff.)

を
主
唱
者
と
す
る
事

後
的
審
査
説
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
団
体
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
官
は
、
い
か
な
る
事
例
に
つ
い
て
当
該
条
項
が
そ
も
そ
も
意
義

を
有
し
う
る
の
か
を
、
全
て
の
具
体
的
事
情
か
ら
離
れ
て
、
事
前
的
に(

e
x

an
te)

問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
に
、
し
ば
し
ば
全
く

の
空
想
に
よ
っ
て
、
考
え
ら
れ
る
事
実
経
過
、
あ
り
う
る
リ
ス
ク
を
、
で
き
る
限
り
網
羅
的
に
観
念
す
る
こ
と
が
、
試
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
個
別
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
官
は
、
契
約
完
了
前
の
消
極
的
確
認
の
訴
え
を
別
と
し
て
、
一
定
の
事
実
推
移
に
対

峙
し
、
契
約
上
の
リ
ス
ク
分
配
が
現
実
に
鑑
み
て
適
法
で
あ
っ
た
か
を
、
事
後
的
に(

e
x

p
o

st)

判
断
す
る
。
そ
の
際
に
、
確
か
に
契
約
締

結
時
に
可
能
性
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
生
じ
な
か
っ
た
展
開
は
、
顧
慮
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
審
査
方
法
の
相
違
か
ら
、
個

別
訴
訟
に
お
い
て
、
時
価
条
項
は
、
不
相
当
な
価
格
引
上
げ
が
実
際
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
限
り
に
お
い
て
、
有
効
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
。

も
っ
と
も
、
事
後
的
審
査
説
も
、
こ
の
よ
う
な
審
査
方
法
の
区
別
以
前
に
、
価
格
改
訂
条
項
の
無
効
基
準
を
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る

価
格
改
訂
の
不
相
当
性
で
あ
る
と
考
え
る
限
り
で
は
、
訴
訟
形
態
を
区
別
し
て
い
な
い
（
こ
の
基
準
に
抵
触
す
る
か
を
、
事
前
的
あ
る
い
は

事
後
的
に
評
価
し
て
い
る
。)

。

事
後
的
審
査
説
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。
な
お
、
事
後
的
審
査
説
を
主
張
し
た
そ
の
他
の
文
献
と
し
て
、�

����

a.
a.

O
.(

F
n
.

1
8)

,
6

4
7

f.;
B

e
ch

to
ld

,
a.

a.
O

.(
F

n
.

1
8)

,
5

3
9
;

Jo
h

an
n

so
n
,

a.
a.

O
.(

F
n
.

8)
,

7
3

3
f.

を
参
照
。

(

�)

ド
イ
ツ
民
法
典
三
一
六
条

反
対
給
付
の
確
定

給
付
に
つ
い
て
約
束
さ
れ
た
反
対
給
付
の
範
囲
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
と
き
、
疑
わ
し
い
場
合
に
は
、
反
対
給
付
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
当
事
者
が
、
そ
の
確
定
権
を
有
す
る
。

ドイツ約款法における時価条項判決の問題について（一）



(阪大法学) 58 (5 148) 1090 [2009.1]

(

�)
B

u
n

te
,

a.
a.

O
.(

F
n
.

1
8)

,
7

6
6
.

(

�)

ド
イ
ツ
民
法
典
一
五
〇
条

遅
延
し
た
承
諾
お
よ
び
変
更
を
加
え
た
承
諾

�

略

�

拡
張
、
制
限
ま
た
は
そ
の
他
の
変
更
を
伴
う
承
諾
は
、
新
た
な
申
込
み
と
結
び
付
け
ら
れ
た
拒
絶
と
し
て
妥
当
す
る
。

(

�)
ド
イ
ツ
民
法
典
一
五
四
条

明
ら
か
な
合
意
の
瑕
疵
・
証
書
の
不
作
成

�

一
方
当
事
者
の
み
の
表
示
に
よ
っ
て
も
合
意
が
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
契
約
の
全
て
の
点
に
つ
い
て
、
両
当
事
者
が
合
意
し
な
か

っ
た
限
り
に
お
い
て
、
疑
わ
し
い
場
合
に
は
、
契
約
は
締
結
さ
れ
て
い
な
い
。
個
々
の
点
に
つ
い
て
の
合
意
は
、
書
面
へ
の
記
載
が
行
わ

れ
た
と
し
て
も
、
拘
束
力
を
有
し
な
い
。

�

略

(

�)

学
説
と
し
て
、�

��
�
[

2]
,

a.
a.

O
.(

F
n
.

1
8)

,
1

5
3

f.;
d
e

rs.[
1]

,
a.

a.
O

.(
F

n
.

1
8)

,
3

5
;

d
e

rs.[
3]

,
a.

a.
O

.(
F

n
.

1
8)

,
6

4
9
;

S
alje

,

a.
a.

O
.(

F
n
.

1
8)

,
9

2
;

U
lm

e
r,

a.
a.

O
.(

F
n
.

1
8)

,
1

1
3

0

を
、
裁
判
例
と
し
て
、
下
級
審
裁
判
例
一
覧
【
５
】
を
参
照
。

(

�)

注(

�)

を
参
照
。

(

	)
S

alje
,

a.
a.

O
.(

F
n
.

1
8)

,
9

2
;

B
artsch

,
a.

a.
O

.(
F

n
.

1
8)

,
2

1
5
;

T
rin

k
n

e
r
[

5]
,

a.
a.

O
.(

F
n
.

1
8)

,
R

n
.

1
7

を
参
照
。

(


)

ド
イ
ツ
民
法
典
一
五
五
条

隠
れ
た
合
意
の
瑕
疵

両
当
事
者
が
、
締
結
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
契
約
に
お
い
て
、
合
意
が
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
、
実
際
に
は
合
意
し
て

い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
規
定
が
な
く
て
も
契
約
が
締
結
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
う
る
限
り
に
お
い
て
、
合
意
さ
れ

た
も
の
が
妥
当
す
る
。

(

�)
T

rin
k

n
e

r
[

5]
,

a.
a.

O
.(

F
n
.

1
8)

,
R

n
.

1
2
,

2
1

(

�)
U

lm
e

r,
a.

a.
O

.(
F

n
.

1
8)

,
1

1
2

8
f.

を
参
照
。
そ
の
他
に
価
格
留
保
説
を
支
持
す
る
学
説
と
し
て
、B

artsch
,

a.
a.

O
.(

F
n
.

1
8)

,
2

1
5

が
あ
る
。

(


)

同
見
解
の
下
級
審
裁
判
例
と
し
て
、
下
級
審
裁
判
例
一
覧
【
�
�・
��
】
判
決
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(

�)

注(

�)

を
参
照
。

(

�)
U

lm
e

r,
a.

a.
O

.(
F

n
.

5)

論 説
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(

�)
U

lm
e

r,
a.

a.
O

.(
F

n
.

5)
,

2
0

2
6

(

�)
U

lm
e

r,
a.

a.
O

.(
F

n
.

5)
,

2
0

3
1

(
�)

U
lm

e
r,

a.
a.

O
.(

F
n
.

1
8)

,
1

1
2

5

(
�)
ウ
ル
マ
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